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●カラー画像解析装置

■白黒の写真を瞬時にカラー(I2色)に換

えます。

■画像の輪かくを強調し、わずかな濃度

差を識別します

■現像等の手間を要せず多くの情報を解

読します。

■求積計を内蔵し、求読、演算が容易、

かく正確に、コンピューター利用を可

能にします。

■操作が容易。調製はすべて自動化、だ

れでも操作ができます。

■用途･･…･森林調査、リモートセンシン

グ、気象、海洋、植生、医療、公害等
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嫌 式会社きもと
本社東京翻新宿区新嘉2-13TELO3(354)0351恥〒16U

大阪支店大願市南区上本町4-5133TELO6(763)0891'㈹〒542

札柊営襲所札幌市南1条西13-317-2TELOII(281)5816縄〒O6C

名古腿曾藁所名古屋市熱田区金山町1･40TELO52(682)5121将〒456
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’
一開閉に場所をとらずスペースを立体的に

i活用できる引戸式です－
＆

1画オフィス■図書館■学校等に最適

くお問合せ＞ l

社団法人日,繍議蕊霞壽1

．撫紗塁蝋冨:箸｜
東京鋼器株式会社リ
本社工場東京都板橋区舟渡1－16－6

1TEL(966)3241(代)～2
錐三宝期東京都仮橋区舟渡1－15
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JIS-FGB4号引違書庫疎ね
（ガラス・鉄ペース付）

1,760(W)×400(D)×1,760(H)
ベース(H)60

定価￥48,500（送料共）

JIS-FGB3号引違書庫重ね
（カラス・鉄ペース付）
880(W)×400(D)×1,760(H)

定価¥27,000(送料共）
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¥120円

送料実費

(50冊以上無料）
林業ノ 一卜昭和47年版

11月初旬発売A5判132ページ、上質紙，表紙デラックス型
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郵便番号102，電話(261)5281

振替東京60448番

取引銀行三菱銀行麹町支店

課日本林業技術協会
東京都千代田区六番町7

一

1972年版予約受付開始
ｰ■ー一ｰー

定価200円

会員特価170円
送料35円（20冊以上無料）林 手０１§ ＝＆I
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＝

10月上旬発売〆切10月31日

ポケット林業宝典，これさえあれば，林業一切が直ぐわかる。

I ポケット型，鉛筆，紐つき，表紙デラクール

見易い年間予定表，日記は書きよく使いやすく，旧暦，日出，日入時刻，
歴史年表入
森林面積，森林資源現況，世界及び日本の林業統計多数
主要肥料，林木害虫，林業機械と使用上の注意，樹種材質と用途
その他林業人に必要な技術資料多数

森林国営保険，林業信用基金，農林中金，国立公園，等の簡易な解説及び
中央諸官庁，林野庁，営林局署，都道府県部課，林業試験場，中央林業諸
団体，大学礎学部）等の住所，郵便番号，電話番号，その他日常生活に
必要な資料

(装丁）

(日記）

(賓料）

(付録）

課日本林業技術協会饗琴蜑，蕊登2鍔
東京都千代田区六番町7取引銀行三菱銀行迩町支店
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日本森林分布図，植樹祭開催地リスト，県木，県花，県民の鳥獣，公共宿泊施設，年間予定表,
公文書の書き方，七||認表その他

経営基本計画，特別会計，局別収支

営林局事業費のび比較

営林局別，林野面菰蓄積

造林面積の推移

樹種別，人工造林面積の推移

営林局別，林道延長，密度推移

営林局別，伐採量の推移

機械保有台数の推移

定員内外職員の推移

自然休養林（名称，而積，景観その他）

間伐対策事業，内陸製材業振興対策事業

林業補助金制度

(造林・治山・林道・樅造改善）

融資

(林業経営改善・造林・林道・樹苗養成．

林業経営維持・伐採調整）

同上関係法令リスト

県民の森（面職，景観，利用形態）
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表紙写真

第18回林業写真

コンクール第2席

｢内蔵助平の森林」（立山）

東京都台東区

金海次郎

目次 新しい時代の新しい林業･･.....、

これからの林業技術のあり方...、

森林の公益的機能の計量化方法.、

西郷村における民有林事業の

推進状況と問題点...........、

マレーの育林便覧（4）．..….、

第'7回林業技術コンテストの概要
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新しい時代の新しい林業

にがていぞう

仁賀定三

瞬境庁自然保護局鳥獣保護課長）

亀
§
心
肝
９
健
稗

自然を護ろうという世論が，急角度で高まってきたことは喜ばしいことであり，国民の価値観が

変化しはじめたことを物語るものであろう。しかし，護るべき自然とはどのような自然であり，ど

‘のような方法で護るのかとなると，これはまことにむずかしい。

自然の保護には莫大な金を必要とし，また国民の保護思想の高揚が必要である。そのためには，

まず価値観の転換が必要と思われる。たとえば渡り鳥の保護をはかるため，鳥に足環をつける標識

調査が各国で行なわれているが，アメリカでは毎年約百万羽行なわれているのに対し,GN.P.世

界第二位のわが国ではわずかに1万羽余りにすぎない。一方日本から経済援助を受けている東南ア

ジアの各国ですら，それぞれ数万羽行なっているのを見ると，価値観の大きい相異を感ぜざるをえ

;ない。

行政における価値観の転換，そしてまた金銭的，物質的なものが中心になったかのような個人生

活の価値観の転換，ひたすらに利潤拡大を追求していた企業の経営姿勢，経営における価値観の転

換が必要である。水が高きより低きに流れるように，金の流れも価値観の変化に応じて変わってこ

ようし，高山植物も荒らされないなど，ゑんなの行為も変わってくる。こうなって初めて環境の保

‘護は地についたものとなる。

また一方，環境の保護を進めるうえで大きく欠けているのは技術である。自動車をいっさい廃止

･するというのではなく，自動車公害を防ぐには,それを可能にする技術開発が不可欠の要素となる。

「道路は森林の生態系を破壊するから」という論議をまま耳にすることがある。それはある局地で

の現象を一般論化した議論であることはわかっていても，この相関関係につき体系だてて説明する

技術的な解明がまだ十分でない。これは一例であるが，森林のもつ多様な機能を，いかにじょうず

に利用するかは，その技術によって左右される。特に，わが国のように狭い国土に一億という莫大

･な人口をかかえた国においては，国土をじよう．ずに高度に利用するくふうがぜひとも必要である。

なかでも国土面積の大きい部分を占めると同時に，自然保護の最大の対象地である森林地帯を預か

る林業技術者に期待されるところ大なるものがある。

われわれ林業技術者は，日ごろ成長期間の長い林木を相手にしているため，数十年あるいは百年

を普通の人の一年のように見る異なった時間的ものさしをその体質としてもっている。われわれは

その英知と洞察力をもって，今こそ子孫のために，自然保護の先頭に立って，森林の取扱いにつき

思いきった保謹対策をたてるべきであると同時に，世界的に関心の高まった森林の多目的利用の機

運は，木材が世界的不足物資となるテンポを早めている今日，子孫のために木材資源としての森林

充実の歩象を健全に続けるべきであり，この両者が併立しうる新しい林業を打ち立てるべく，今こ

そわれわれ林業技術者が手をたずさえて，その英知と洞察力と決断とをもって対処すべき新しい時
･杙を迎えた。
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これからの林業技術のあり方

やまうちけんを

山内健雄

（名古屋営林局・造林課）
の
１
１

一

もな発揮について充実を図ってゆくことが強い社会

的要請となっている。

これら課題にこたえるためには，根本的に経営

と労働と技術とを総合的システム的に組承合わせ

た経営全般の革新が要請されるのです。

I最近における林業動向と林業技術の課題

1．林業労働力の量的質的低下

林業労働力の季節性，零細性および山村からの

若年労働力の流出等のため，わが国の昭和44年

次の林業就業者は22万人で昭和36年次に対し

50％と減少し，その質的低下も著しい実情にあ

る。このためす承やかに林業の近代化を図ってゆ

くことが必要である。

2．林業労賃の高騰と材価の停滞

木材価格の推移を卸売物価指数で見れば，素材

では昭和40年を100として45年では145の上昇

であるが，一方労賃は45年実数2,039円で対40

年に比し167％の上昇率を示し，昭和50年には

現在のほぼ2倍になるといわれている。このため

労働生産性の向上を図ってゆくことが肝要なこと

となっている。

3．外材輸入の増大と国内林業の停滞

近年木材の需要は経済の高度成長に伴って逐年

増大しており，昭和50年には1億2千万m3(昭

和45年は1億4百万m3)を上回り，今後ともこ

の傾向は続くものと承られる。昭和45年の外材

輸入は木材総供給量の55％に達し，今後も増加

傾向が続くことが考えられる。反面国産材は45年

約4,600万In3．が推定せられ逐年減産の傾向にあ

り，また造林，林道等についても停滞の傾向にあ

るため，林業総生産の増大が必要となっている。

4．森林の公益的機能に対する社会的要請の

強まり

森林は国土保全，水源かん養等のほか，森林の

もつ国民の保健休養,地域住民の生活環境の保全，

自然環境の保謹等の役割に対する要請が高まって

おり，これらを含めた森林の多目的機能の総合的

ハ
ゲ

■

I「林業技術」の認識について

林業技術とは「木材その他の林産物を生産する

ために，その生産（労働）過程において，労働力

一労働者一と，労働手段一造林や伐木運材用具な

ど一と，労働対象一土地や林木など一とを合理的

に組承立てることである1)O」と考えて論述してま

いります。

なお筆者の職場は愛知，岐阜，富山三県下に所

在する国有林野事業を行なうため，その視点より

これからの林業技術のあり方について述べる面が

多いのでお断わりしておきます。

今

I経営技術として考えられる事項

1．林業従事者への技術教育研修の徹底実施

林業従事者へ森林樹木の生理生態，測樹，育林

作業伐木集運材作業等について，生産性向上を

はかる趣旨での教育訓練は絶対必要なことである，

と考える。

2．施業集約度の基準となる地帯区分

国有林のように分布が広い場合，施業集約度に

濃淡をつける必要がある◎1例として，名古屋営

林局の造林方針書（案）では平均積雪深，温量指

数，基岩等により表-1に示すように4地帯に区分

し，施業集約度の基準を示すこととした。

3．人工林に対する基本的施業技術の確立

生産期間の長い育林過程では，激動変転する社

9
0

6
l
b
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もこれからは開発したい。

5．公益的機能発揮の施業基準の必要性

森林のもつ経済的機能と同時に公益的機能を確

保した森林経営を行なうことを今後はますます迫

られる情勢となったが，森林計画の4)基準として

森林の多目的利用に基づく最適森林配置と，それ

に向かっての最適な森林施業の方法を確立し，さ

らに森林の適切な管理経営を行なうための費用負

担の適正配分を求めようとして，昭和46年度か

ら「森林の公益的機能計逓化調査｣(蕊どりの効用

調査）を行なうことになったことは，まことに事

宜を得たものと考えます。

いうなれば森林が人間社会に対しいくらの効用

を果たしているかを定量的に把握する調査であっ

て,この調査によって森林の公益的な機能がわか

ったら,それに基づいて,種々の施業基準が判明し

科学的に立証できる｡からまことに便利となりまし

ょう。このような調査を基として早く,,確かな施

業基準が誕生することが待たれるのであります。

表－1地帯区分表

大区分｜小区分｜区分の根拠
平均穣雪深

温通指数線

〃

〃

〃

〃

ｍｐ
下
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ず
ザ
上
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剖
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５
。
。
◎
ｏ
ｏ

ｏ
５
５
５
５
５

２
４
８
８
８
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裏日本豪雪地帯

高山，亜高山地帯

中央山地帯 山地帯
火山性母材
の高冷地
中山地帯

低山地帯

大平洋岸地帯

＄

会の需要の変化に弾力性のある状態で経営してゆ

く必要がある。現在の人工林の一斉皆伐方式は林

種転換拡大造林の施業法の踏襲であって，せっか

く育てた造林地の工場設備を基礎から破壊するに

等しいものであろう。

林相はなるべく変化に富み，樹種も多い方2)が

よく，用途の広い樹種がよい。今後ほ抜切りし，

植栽し，それをくり返す林分の施業法が技術開発
せられるべきであろう。そこに路網の密度や，も

う一つ大きな問題は抜切集材する技術が必要とな

る。そのような問題に答えてくれるのは，曲架線
集運材機やモノレール集運材あるいはタワー式の

集運材機であろう。このような考え方に接近した

ものとして，段戸国有林の「ヒノキ人工林の集約

施業」（林業技術誌1971,2,No.347p.21)を発表

したが,なお,林試土じよう部では「樹下造林｣の

試象もあり，このような技術開発は早く行ない，

1日も早く常緑施業体系の確立を急ぐ必要があ

る。すなわち今後の技術は伐採と造林がいっしょ

になった技術が絶対に必要で，造林技術は植え3）

方でなく，切り方の技術開発が本命となる。

4．ブブー 等天然林の天然更新技術確立の必要性
ブナ等天然林の天然更新に関しては，大家の残

した文献「造林技術の実行と成果」（日本林業調

査会）にも牧野のあととか，塩素系除草剤の散布

の場合に1～2の例を示された以外は見るべき成

果ほ出ていない｡本当にどうしてもだめなものか，

ブナ林地帯の人工造林に困難性が多いだけに，こ

れからの林業技術として，何としても定着した天

然更新技術の開発を望みたい。なお，ブナ林の豪
雪地帯富山事業区では．造林の三本の柱の一つと
して「育たない所は切らず植えず」としているが，

けだし簡にして要を得ているとおもう。

天然更新による常緑施業体系の確立を何として

③

1‐且

1V生産技術として考えられる事項

林業が土地生産業であるかぎり，一定面積から

最大の量と最高の品質をあげることが要求せられ

このことは次の労働生産性向上と合わせ最も留意

しなければならない技術課題でありましょう。

1．組織的に造林事業を推進するための段階

的前提条件の整備

造林事業を組織的に推進してゆくためには，第

1点として，造林事業の本質である。

（ア）生産期間に長期を要する土地生産業であ

る｡")天然自然の摂理，法則，調和，恩恵を巧

孝に活用する。（ウ）造林木には生命があり，これ

には愛情をもって対処する。

等の意識を従事者に徹底することが，肝要なこ

とと考えます。

第2点としては，造林事業に関して，収穫調査

から更新一保育一保護管理一再収穫調査一更新に

いたる各施業ごとに，さらに各施業の中の各作業

工程ごとの仕事の進め方の手続手順（マネジメン

ト）の確立と，その確実な実践であります。

第3点は，第1，第2点が十分行なわれて，は

じめてそれを基盤として，その上に榔府向上なり〉

巴L
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新しい技術開発が検討採用されなければな．らない

．ものと考えます。

以上の技術以前における従事者への造林意識の

確認ないしは徹底を図ることは，国有林野事業の

ような公企業経営体では特に必要なことではない

かと考えます。

特に最近は空から航空機，地上には大型自走用

機械という万事機械万能的な無機的な造林を考え

ている従事者が多いことにかんがぶても，造林事

業の本質を明らかにし，その技術的特質を懇切に

説明して，精神的にも愛林の考え方をつちかって

ゆくことが，優秀濁氷地造成_上絶体必要なことで

あると考えます。山を造らんとするものは，まず

人を造ることから始めなければなりません。

2．適地適樹種適品種技術の向上

林業の特質の一つに林木は一度植栽したらその

林木の成長量には限度があるため，そこから生産

される木材の生産量にも一定の制約を受けてしま

う宿命があります。

このことから森林の立地条件に最も適応する樹

種品種を選びふさわしい施業を行なって，量的質

的生産を最大限にしてゆくことが必要になってま

いります。

このため地形と土壌，植物と土壌等の造林適地

を見分ける技術，植付けの方法，その地域ごとの

主要造林樹種品種の特性と適地等について，これ

を選択する技術が必要であると考えます。特にス

ギの品種は立地条件により成長状態に大きな差を

生じる傾向があるから，各地帯ごとに，スギの各

品種ごとの植栽の比較試験を組織的に行なう必要

を痛感しています。適地適樹種適品種の技術向上

のために土壌図や植生図の活用のほか，地形と造

林適地，立地図等の判読技術が大いに必要になっ

てくると考えます。

3．林地施肥技術のいっそうの究明の必要性

林地は林木の密度が適当に管理されてゆくこと

において，土壌の成熟が進むから，林分を健全に

管理することによって地力を維持増進するのが得

策であります。林地施肥は林木の長い成長期間を

通じてその効果を期待することは無理であるの

で，幼齢時の下刈回数を減少させるための成長速

進とか，間伐による疎開林分の葉量増加成長速進

とかの，特に成長促進手段として施用されるもの

が主体となるであろうが，立地条件，樹種，年齢

その他各種因子の異なるごとに，施肥技術の開発

が着実に進められなくてはならないと考えます。

4．活着成林率向上の技術

（1）苗木管理の適正化技術

山行苗木の掘取りから植栽される間の苗木管理

の適正化を図ることが肝要であります。

改植補植の絶滅を期する第1着手として，苗木

生産者の側から責任のもてるものにする。

要すれば，山行苗木は植付当日の朝掘取り，選

苗の後ポリ袋に封入，立積象して，植付現場に運

び，その日に植付完了を行なうのが理想的であり

ます。

（ア）山行苗木の輸送経過を短縮する。

掘取り，選苗，梱包輸送，山元仮植，定植に

いたる一連の経過を短縮し，苗木の衰弱，損耗を

最小限とする。このためこれらの時系列を伝票に

記入して，苗木運送指示書と同時に送致するとと

もに，保管し後日の資料に供する。

（イ）苗木の蒸散を防止する技術

掘り取った苗木はただちにムシロ等でおおい，

迅速に選苗し，ポリ袋に封入し，これを梱包して

発送には必ずシ－1､天幕等をもっておおうことと

する。

（ウ）山元仮植，地下貯苗技術の開発

飛騨地方のように春が遅く，夏が早い地域の造

林事業では春の植付適期に芽出しをしていない苗

木を用いるためには，前年度から山元仮植をする

か，地下あるいは風穴等に貯苗をして気候差によ

る植付損耗を軽減する技術を開発したい。特に後

述するポット造林にあっては，この技術の開発が

必要となるので，現在鋭意技術開発途上でありま

す。

（2）植付方法の技術向上

植付けをていねいに行なうことは活着率の向上

と爾後の良好な生育につながることとして，大い

に推進しなければならないことであると考える。

しかし国有林等の公企業事業体が行なう人力によ

る耕転植付けに対しては，事業実行上監督管理の，

点で困難性がある。

植付現地調査の結果では，ていねい植えで定め

－4－
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られている植穴が，人力では各人の意思によって

決定される（標準化されない）ために，所期の目

的どおりに果たされていない。

このため，植え付けられた跡は，普通植付けの

方法になっているが，1人当たりの仕事のでき高

は著しく低下している。

このような結果から，今後機械植穴掘りの場合

に限って，ていねい植えとし，人力植付けの場合

には，管理監督上の問題が解決されるまでの間

は，普通植穴にていねいに植付けするよう指導し

たい。ここに個人が自己の持山に植栽するのと異

なる点があるが，なお今後この技術向_上に努めな

ければならない。

5．合理的森林施業技術の向上

更新のための合理的な収穫を行なって，画一的

人工植栽を行なわないとか，あるいは収穫時に造

林作業との組合わせを行なうなど，収穫事業が造

林事業のはじまり，という.よりも，収穫事業即造

林事業であることを強調したい。

また造林事業の地ごしらえや下刈り，除伐等の

各作業は従来の人の感じを優先し，ただきれいに

なるように，とか，指導がしやすいからとかを理

由に，画一的で潔癖すぎるような仕様をしてきた

きらいがあるが，今後は，これまでの既成概念

を捨てて，造林木の生理生態上最も必要な作業は

何か，その作業目的は何で，そのためにいかなる

作業を行なうのか，作業実施のための標準化はど

うかなどに着眼点をあてて，その中で，ムダ，ム

リ，ムラを排除し，合理的な施業技術を確立して

ゆく必要があると考えます。

（1）収穫と造林の連携作業，一体作業を一段と

推進する技術体系の確立

（ア）収穫即更新技術の向上

大面積一斉皆伐に検討を加え，収穫方法をきめ

細かく行なうことにより，造林の行為が収穫時点

に果たされていることを理想とした収穫更新一体

の常緑施業技術を確立する。ここでは伐木，集運

材の技術や森林生態学の素養がいかされ，小面積

の区画，群単位，列状等に伐採が後継樹の養成を

図りながら行なわれる。そういう取扱いを要する

森林地帯がますます広くなることが予想されるか

ら，この技術のいっそうの向上が望ましい。

（イ）天然更新技術の向上

人工植栽が困難な豪多雪地帯，亜高山地帯の収

穫にあたっては，後継稚幼樹の有無，天然更新の

成林率等を勘案し，できる限り天然更新技術を駆

使すべきであろう。このため，収穫調査時点にお

ける更新の技術的検討は，その職場における最高

技術陣によって現地で行なうことを徹底する。

（ウ）造林事業をやりやすくする収穫や販売の

技術向上

人工造林予定地における残材等の合理的な処理

方法（二次販売等）や，低質立木や末木枝条を売

り払う相手方に，造林地の地ごしらえ等を契約す

る混合契約の積極的な推進，あるいは造林請負事

業箇所にあっては，立木販売の相手方と別件で造

林請負契約を行なわせるなど，合理的な技術と運

営によって，資源の集約的利用と地ごしらえ単価

の低減を図ることを推進してゆく。

写真は伐採即地ごしらえの実施状況であります

が，パルプ材の伐採にあたり，伐採費のわずかの

かかりましにより，造林地ごしらえ経費が必要な

い状態となっております。

この例よりも推察されるように伐採即造林の一

体作業技術を推進してゆくことが，今後特に必要

となってくると考えます。

（2）地ごしらえ作業技術の向上

地ごしらえの目的に即しその合理的な作業体系

を示せば次のように考えられる。

(a)伐採前地ごしらえの推進

(b)無地ごしらえの推進{傘震織地跡｝
(c)枝条の放置バラマキ地ごしらえの推進

伐採即地ごしらえの作業（岐阜県益田郡馬瀬村民有林）

－5－
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表－3地ごしらえ別作業面職表－2伐採即地ごしらえの経済効果（馬瀬村の例）

1haあたりの
作業面積

伐採と造林
遊離（従来
方法)(B)
280m3x

585円/m3=
164千円

“分螺鐸｜
爾詞伐木造材

地ごしらえ方法
摘要

面積6.00ha

素材材積280m3

材種パルプ材
労衝伐木造材手
2,950円/1人1日

工程(A)の場合
2,950/3.9m3/
1人1日

工程(B)の場合
2,950/5.04m8/
1人1日

普通地ごしらえ（全刈地ごしらえ）

筋刈筋置地ごしらえ
（刈Im4m筋置幅2m)

群状地ごしらえ
(1haに4m2の全刈区700箇）

⑨
上
。
》

、
ｍ
Ｏ
６
０
６
０
６
ｙ
ｊ

Ｏ
６

１ 100％

67％

2,800m2 28％
6hax

0千円45,000円/ha
幸270千円

造林地
ごしらえ

る雑草，潅木ササ類の成長を抑制し，または除去

枯殺せしめる。その程度は樹種と下層植生によっ

て一様ではない。植栽木の必要とする太陽照度を

勘案した下層植生の制圧の手段を適期に講じなけ

ればならない。このため労働生幽生向上に視点を

合わせ，ムダ，ムリ，ムラのない合理的な作業体

系をとり，植栽木の高さ，下層植生の種類，風衝

寒害などに対する刈払方法として,適宜筋刈り,坪

刈り等の方法を職極的に採用する。なおササ生地

に対し王は塩素系の除草剤の施用効果が著しい。

植物の生理生態に立脚した下刈技術の向上を図り

たいo

（イ）除伐，つる切り，枝打ち等の技術向上

除伐，つる切り，枝打ち等の各事業は，それ単

独に行なうことなく互いに組合わせて行なうを可

とする。クズに対しては薬品処理の枯殺を行なう

ことが得策です。

枝打ちは立地級上位の成長良好なヒノキ林分に

実施し，柱無節材生産を目標に主伐期まで残る形

質良好な主林木を選んで，それらが胸高直径6～

8cmの時に第1回目として,樹高の2分の1以下

の枝を幹の付根から枝打かまか枝打鋸で落とす。

枝打ちは目標を定め，材面から節がかくれること

を技術的に検討して,実行するもので,技術的な目

標も裏付けもなく，いずれの林分にも画一的に行

なうことは，投資効果を疑われ悪くすれば林分の

成長量を損じ，あるいは創面から腐朽菌が侵入す

るおそれがあるなどのマイナス要因も多いから，

実行に当たっては技術面を重視して慎重に行なう

ことが肝要です。

（5）林業技術の機械化

林業技術は森林更新技術なのである｡たとえば5）

伐出過程においては長スパンの鉄索を張り，新鋭

の集材機を駆使することによって，技術の高闘上

ないし近代化が図られたとしても，その跡地の造

■h

212千円I434千円計

205

比率(%)’
1()0

§

(注）馬瀬村では広葉樹密生のため下層植生が皆無に

近いため，造林地ごしらえが零であったが，下層植

生がある場合には零とはならない。

二
皿

(d)筋刈筋置地ごしらえの推進

(e)火入れ（集積よせ焼）の実施（粗腐植層

が厚く，末木枝条が多く，かつ野鼠の被害が多い

ところで，火入れによる災害のおそれのない箇所

に採用する｡)

（3）群状植栽技術の向上

豪雪地帯や亜高山地帯では苗木を1本あて離し

て植えないで，3～25本をまとめて植える方法で，

巣植え，寄植えともいわれる群状植栽を積極的に

採用してゆく。なお根株の周囲へ植栽することも

推奨したい。

その理由は造林作業の功程の上昇と雪害や気象

害に強いこと，保育保護の効率の向上，薬剤，施
肥等の施用効率の向上があげられる。

群状植栽が作業功程上どのくらいの効果がある

か，表－3で見よう。

すなわち1haに4m2の全刈区700個の場合

は，全刈区に対し28％の作業面積でたりるから，

著しい功程アップになる。蓑たこの41n2の中に

は50cmをおいて1.5mの間隔で4本椎鍼する

と1haに2,800本の苗木が植付けできる。今後

造林事業がますます労働不足となり，経費もきび
しくなってくることを考えれば，この技術向上は

肝要である。

（4）保育作業の技術向上

（ア）下刈作業の技術向上

下刈りの目的に即し造林木の成長に悪影響のあ

《
寺
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っても，反面それらを従来の作業体系の中へ導入

することによるロスや短所等が大きく出て，それ

が事業なり経営の総合的な成果の足を引っぱるの

では大きな成果となりえない。新しい技術や機械

は,それらどうしを総合化し，システム化してゆ

くばかりでなく，従来からの作業仕組の中にどう

同化定着してゆくかが問題なのではあるまいか。

ここでは二つの総合化を考えたシステム作業を

例示したい。一つは高度集約施業であり，一つは

ポット育苗，ポット造林による苗畑や造林事業の

合理化の進展です。

（1）高度集約施業の推進

高度集約施業を行なう基盤は，路網の充実（幹

線,支線いずれも幅41n,作業線幅2.5mをha

当たり40～50m作設）と，高蓄積の人工林が整

備されることであります。ここでは収穫はおもい

のままに行なわれるから，小面積の皆伐も択伐す

らも容易に行なわれ，収穫と更新は一体となり，

大苗植栽の実行も可能となる。森林の保育作業も

機械化が容易になるばかりでなく施肥や薬剤の効

果も多大で，森林生産物はデパートのようにあら

ゆる種類のものがあり，森林は公益的機能を完全

に果たしてくれるのです。

（2）ポット育苗とポット造林による育林作業体

系の確立

裸苗による天候まかせの造林事業から，活着率

の向上’植付期間の拡大による労務雇用の平準

化’苗畑事業の合理化および他作業との合理的組

合わせを考究し，造林事業を自らコントロールで

きる第2次産業への接近を図る目的で，名古屋営

林局では昭和50年度までに植付適期植栽以外に

植栽するスギ，ヒノキ苗250万本をポットによっ

て植栽する計画でこの技術開発に全力をかけてい

ますが，この技術開発に林業の進歩がかけられて

いると考え，いっそう努力しております。

林のための苗木運搬はあい変わらず人肩に頼ると

いうのでは，そこに伐出技術の進歩はあるとして

も，林業技術の全き進歩はないといわなければな

らない。今後の林業技術の機澗上は森林生産の全

過程の有機的な部分過程として捕えられなければ

ならない。ということは,伐採は伐採,造林は造林

として大面積皆伐と一斉造林を実施してきたが，
そのため機械も専用となり，性能向上から必然的

に高馬力となり，1台で多くの工程を処理するも

のへと変化してきた。

しかし最近の森林の公益的機能への要請の高ま

りや機械の大型化による償却費の負担等を考え合

わせると，伐採と更新を一体化した択伐的な機械

化作業抜切集材技術の発展に指向されるべきで

あろう。なお可搬式機械の改良にあたっては，問

題意識をもって，造林技術陣の総出動により改良

点の発見に努め（名古屋営林局では電動刈払機の

改善点を同手法で開発し，林野庁に申請中）さら

に,機械研修は分解組立ての分野も結構であるが，

いかにして能率的，効率的に使いこなしてゆくか

に重点を指向し，労働生産性向上に資する必要が

ある。なお航空機散布の総合的技術開発は薬剤，

施肥，消火活動の分野において重要であり，一段

と研究開発する必要があります。

（6）林業技術の薬剤化

薬剤による林業技術の進歩に果たした効果は，

これまでも大きかったが，今後も大きな期待がも

たれる。特にわが国のようにササの分布が広範囲

で，それが樹木の更新の支障となっている場合に

は，塩素酸塩系除草剤の散布によるササの成長抑

制，枯殺の効果は，はかりしれないものがあるの

で，今後も，地元労働力の完全燃焼をはかり，自

然保護と国士保全に配慮し，安全性を確かめたう

え，諸法規，使用基準を遵守して人畜農耕地等に

対する危被害の影響等を慎重に検討し，特段の留

意を払うとともに，地元住民の大方の了解をとり

ながら，前向きに技術開発を進めてゆくべきであ

ると考えます。

6．総合された技術によるシステム化

今後の林業技術は社会経済の変化に合わせて，

部分技術をどのように組承合わせていくかにある

といわれている。個含の技術や機械には長所があ

函
日

ざ

＝
q

垂

＆
』

注1）小沢今朝芳：林業経営と林業技術p､3～4

2）松井光端：わが国の自然立地と人工造林，林業技

術1971,2,No.347jp.4.

3）松井光端：同上

4）林良次：森林の公益的機能計赴化調査，林野通
信236,1971,3.p､10.

5）松下規矩，ほか共著：現代林業の検討p.157
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公益的機能の高度発揮は，明治このかた一賀して林政の

理念を形づくってきた要素であり，森林計画制度，保安

称制度，鳥獣保護制度等に，具体的な施策の面にもそれ

は反映されてきています。しかし森林をとりまく社会

的，経済的条件は，最近急激に変化し，森林に対する社

会の要請が，従来と様相を異にしてきております。すな

わち70年代に登場した新しい政治課題ともいうべき環

境保全に対して，森林が大きな効用を持つところから，

森林に対して，多面的な機能の高度発揮が要請されるよ

うになったわけですbかくして社会の要請に対応したか

たちで森林の多様な機能の発揮が図られるよう施策を整

備し，これを推進することが，林野行政に課された重要

課題の一つになったのであります。「森林の公益的機能

計量化澗査(承どりの効用調査)」は，この政策課題の達

成にあたって必要な施業技術基準を明らかにし，また森

林の造成・管理に要する費用の社会的分担の基準を確立

することを目的とするものであります。次の項で，この

調査目的について，さらに敷術することにし堂す。

調査の目的

この調査は，次の二つのことがらを明らかにすること

を目的にしています｡

第一は，森林計画制度を運用するにあたっての森林施

業上の技術的基準を確立することです。森林計画制度

は,木材その他の林産物の供給を確保するとともに,森林

のもつ公益的機能を高度発揮させる上から望ましい森林

施業を地域ごとに実現することを課題とするものです。

この際の「望ましい森林施業」を具体的に明らかにする

ことが，この調査の目的の一つです。そしてこの調査で

は，上記の「望ましい森林施業」の具体的表現として

①森林の各種機能を総合的に最大化する森林構造（こ

れをこの調査では「理想林型」と称しています）

②理想林型へ誘導するための森林施業方法（これをこ

の調査では「多目的森林施業方法」と称しています）

③最適の森林配置

の三つを考え,これを明らかにすることにしております。

第二は，森林の造成・管理に要する饗用の社会的分担

基準の確立です。この調査目的については，若干説明が

必要かと思われますので，少し触れておきます。国民の

要請にこたえて，森林の各種機能を総合的に高度発揮さ

せるためには，多目的森林施業（森林の多面的な機能を

総合的に商度発揮させる森林施業をいいます）を，地域

ごとに実現することが，当面の林政課題の一つですが，

これの実現にあたっては，林政の基本的制度である森林

計画制度の有効活用を当然考えなければなりません。た

だ現在の森林計画制度のもとでは，上記多目的森林施業
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二
画1．森林の公益的機能計量化調査（みどりの効用調査）

林野庁は，昭和46年度を初年度とする3カ年計画で

「森林の公益的濃能計鐙化調査“どりの効用調査)｣を

行なうこととし，現在第1年度の調査を実施中であり主

す。過日「林業技術」の編集担当の方から，この調査の

なかで考えている公益的機能の計量化は，どのようにし

て行なうのか，その方法について書くようにとのお話し

がありました。実ば，計蹴化方法の詳細について定める

ことが，本年度の調査項目の一つになっており，この調

査の終了をまたなければ計鐙化方法の具体的細部の説明

は，できないのですが，あらすじだけは，ほぼ固まって

います。今回は，このあらすじを記すことで責任を果た

させていただくことにします。

計量化方法の説明に入る前に，この調査の趣旨，目的，

全体計画等について，かいつまんで触れておきます。

調査の趣旨

森林政策の課題は，国民経済的観点から基礎的原材料

である木材の供給を確保するとともに，水資源かん養，

国土保全等の森林の持つ公益的機能を高度に発揮させる

ことにあります。この政策理念は，明治林政以来今日ま

で一貫して継承されており，森林の公益的機能と林産物

生産に具体化される経済的機能の総合的高度発揮は，林

政の基本的政策原理になっています。ところで近時の高

度経済成長に伴い，高密度社会の出現，都市化現象の進

展等という新しい社会状況が生じ，そのなかから森林の

公益的機能についての強い要諦が，国民的要望のかたち

で出てきました。しかもこの傾向は，一時的なものでは

なく，今後のわが国の経済社会発展の方向よりして，鼓

まることはあっても弱まることはないと思われます。従

って森林政策の推進にあたっては，この要請をうけと

め，社会的要望にこたえられるような施策を準術しなけ

ればなりません。もちろん水資源かん養，国土保全等の

▲

、q

g

受
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の実現は，指導行政によって行なわれることになります

が，指導行政によって，はたして社会の要請に対応しう

るだけの成果が確保できるかどうか疑問のあるところで

す。もちろん結論は，今後の検討にまたなければなりま

せんが，森林の公益的機能に対する要請の高まりの状況

よりして，指導行政の枠から一歩踏承出し，保安林以外

の普通林についても，森林計画制度のなかで，法的強制

力をもった施業規制を行なう必要が生ずるのではないか

と考えられます。

もし施業規制が実施されると，森林は，これ蓋で以上

に社会資本としての性格を強めることになりますが，そ

の結果，森林の造成・管理に要する費用を，すべて森林

所有者に負担させることは適当でなく，施業規制の程度

に応じ，また森林の公益的機能による受益の程度に応じ

て，社会も費用の分担を行なうべきでしょう。この際受

益者が特定している場合は，応益負担の原則に立って，

受益者負担を求めるべきでしょう。また森林の公益的機

能を受益する地域が，森林の所在する都道府県の区域と

異なる場合は，森林の所在する都道府県が，森林の公益

的機能の確保のために負担している費用の一部は，受益

地域の都道府県その他の地方公共団体にも分担してもら

うことが適当であると思います。この調査は，以上のよ

うな費用分担関係を合理的に設定し，森林の公益的機能

の拡充に要する費用の適正な配分方法を開発することも

目的の一つにしているのです。

調査の全体計画

冒頭にも述べましたが，この調査は，昭和46年度を

初年度とする3カ年計画で完成させることにしており，

次の全体計画のもとに進められています。

年産’調査項目
1．森林の公益的機能計量化方式開発調査

昭46
2．多目的森林施業方法確立のための森林植生調査

、

1．森林の公益的機能計篭化の現地適用調査

2．総合的計量化および理想林型決定調査

3．饗用分担基準確立調査

4．多目的森林施業方法確立のための森林植生調査

一

ぜ

昭47
ー

1．多目的森林施業方法確立調査
昭48
2．森林の最適配置方式確立調査

なお，これは当然のことですが，上記全体計画に示さ

れた個々 の調査項目は，施業技術基準の確立ならびに費

用分担基準の確立という二つの調査目的のもとに組織的

に統一されており，第1図に示す調査のフロー・チ･ヤー

トに承るような仕組によって調査が進められることにな

っております。このフロー・チャートからわかるよう

１
１

森林の公益的機能計量化方法の開発’
1

藤認蕊難群零用して'｜
l

鱸悪罵琴i函厭庭壼llる森林構造を決定する。
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iI
8－－－－－－－｡←.･－．－少
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森林の各種機能を総合的に最大化す
る森林權造（理想林型）の決定１
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の法則性の解明 蕪

Ｔ
ｌ
↓ ！！

寺
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に，公益的機能の計量化ほ，調査の全体の構成のなかの

簸初のステップであり，その意味で調査目的達成上の前

提条件になるものです。

､2，公益的機能の計量化方法

｜(1)計蛍化の対象にしている公益的機能の種類

この調査が計量化の対象にしている森林の機能には，

経済的機能すなわち林産物生産機能も含まれています

､が，経済的機能の計量化については，とくに説明するま

でもないことと思い重す。そこで，本稿では，公益的機

能だけを対象にして説明することにします。

一口に森林の公益的機能といっても，その内容は多彩

ですが，この調査では，水資源かん難，土砂流出防止，

土砂崩壊防止，保健休養，野生鳥獣保謹，酸素供給・大

気浄化，騒音防止の7種類の機能を対象にしています。

蛇足とは思いますが，上記各機能の内容は，この調査

では次のように理解しています。

水資源かん養機能････山地における降水が，地下に浸透

し，降雨時の地表流下量が減少して，蕊雨時，融雪時な

.どの増水時に洪水水位が下がる効果（洪水調節機能）お

よび平時でも流鐙が極端に減少せず，最大流量と最小流

盆の比である河況係数を小さくして，水の利用効率を高

める効果（渇水緩和機能）をいいます。

土砂流出防止機能…･森林土壌による雨水の浸透，地表

に堆積した落葉，葉枝，地表植生などによって地表の流

水のエネルギーが減殺され，土砂の流出が抑止される効

果をいいます。

土砂崩壊防止機能･…樹根の土壌緊縛によって，土砂の

崩壊が防止される効果をいいます。

保健休蕊機能…･森林に接することによって人間が覚え

為精神的，肉体的安らぎの効果をいいます。

野生鳥獣保護機能…･森林は，野生の鳥獣に餌と「ねぐ

ら」を与えており，野生鳥獣保誰の役割を果たしていま

す。この役割を野生鳥獣保護機能といいます。

酸素供給・大気浄化機能･…植物は，光合成の過程で酸

素を放出するため，人間の生存に不可欠な酸素の供給源

としての役割を果たしています。森林がもつこの役割を

酸素供給機能といいます。また樹木は，菜の気孔によっ

て行なわれる呼吸作用の際に，亜硫酸ガス，一酸化炭素

などの有毒ガスも同時に吸い込蕊，有害物質を体内に蓄

穣する性質があり，またスス，ほこりなどは，枝や葉に

付着するため，森林は，あたかもフィルターのような役

目をし，大気浄化の効果があります。この効果を大気浄

化機能といいますb

騒音防止機能…･音が空気中を伝わるとき途中に森林が

あると，幹，枝，葉などによって音のエネルギーが吸収

されるため，森林は，騒音を防止する効果をもちます。

この効果を騒音防止機能といいます。

(2)計量化方法のあらまし

計鐙化方法をごくおおざっぱにいいますと，森林の機

能の大きさYに関係すると思われるM個の要因(X,,X2,

････X")について測定を行ない，それをもとにしてY

の値を予測する多変量解析の方法を用いることにしてい

ます。すなわち

Y=f(X1,X2,X3,.･..,XM)

という函数関係を設定して,Yを求めようというわけで

す。

計量の指標

上記のような函数関係によって森林の機能を計量しよ

うとする場合に，まず問題になるのは，機能の大きさの

測定尺度となる計量指標には，なにを用いるのがよいか

であります。さきに示しました調査の全体計画にあるよ

うに，46年度には｢森林の公益的機能計量化方式開発調

査」を行なうことにしておりますが，このなかで，まず

第一にやらなければならないのが，この計量指標の問題

です。いかなる計量指標を用いるべきかを決定すること

が，46年度の調査事項の一つになっており，現下鋭意研

究中ですが，たとえば次のようなものが計量指標として

考えられるでしょう。

水資源かん蕊機能…森林土壌の降水貯溜量(m3/ha)

土砂流出防止機能･…森林によって流出が抑止される土

砂量(ms/ha)

土砂崩壊防止機能.…林木の根系の土壌緊縛力(ton/ha)

土壌緊縛力は，林木を引き抜くときの抵抗いわゆる抜根

抵抗に比例すると考えられるので，抜根抵抗力によって

緊縛力を表わします。

保健休養機能･…これの計量指標を決めるのは，なかな

か大変です。審美的要素により価値基準を定めて，これ

を尺度にする方法が考えられますが，あるいは森林が，

何種類のレクリエーションに利用できるかという，いわ

ばレク利用の可能性の大きさによって表わす方法の方が

よいのかもわかりません。

野生鳥獣保謹機能････生息する鳥類の羽数と種類数の相

乗積

酸素供給・大気浄化機能…･森林が放出する酸素の重量

（酸素供給機能の場合）および森林が吸収する亜硫酸ガ

スの重趾（大気浄化機能の場合)。森林の酸素放出量の

測定方法が，問題ですが，光合成能力は，樹種ごとに見

ると，葉鐘と一定の函数関係にあることがわかっている

ので，これを利用して求めてはどうかと考えています。

大気浄化機能を表わすのに亜硫酸ガスの吸収盆を用い

－10－
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的数量では与えられません。そのためこの調査では，説

明変数として選定された項目の測定結果が，定性的なか

たちでしか得られないものについても適用することので

きる「数量化理論による多変量解析」を用いることにし

ています。数避化理論の説明は，与えられた紙幅では，

とうていできそうにありませんし，また林業試験場の西

沢先生，真下先生の共著馳位指数による林地生産力の‘

測り方」という，わかりやすい解説櫓も刊行されており

童すから，詳細な解説は，それにゆずることにし，ここ

では必要最小限度の説明にとどめることにします（以下

の説明は．「地位指数による林地生産力の測り方」に準

拠しております)。

数量化理論による多変量解析においては，説明変数と

して選ばれた各要因Xの測定結果は，あらかじめ分類

されたいくつかのカテゴリーのどのカテゴリーに該当す

るかを記録します。たとえば要因の一つとして林齢が選

ばれているとし，林齢について，次のようなカテゴリー

分類が行なわれているとします。

第1表林齢のカテゴリー分類の一例

藤|･隼生'墨|‘鑿|輔霊園霞
力寵'12134151617

たのは，亜硫酸ガスが，空気のよごれの代表的なもので

あり，堂たこれがもっとも人体に悪影響を及ぼす物質で

もあるからです。森林が吸収する亜硫酸ガスの重量を求

めるには，樹種別の亜硫酸ガス吸収率を用います。たと

えばスギの吸収率は，月間0.3％であるといわれており

ますが，これは葉の乾重1kgにつき月間39の亜硫酸

ガスを体内に吸収沈積することを意味しており，葉量を

求めることによって亜硫酸ガス吸収量が算定できるわけ

です。なお酸素供給機能の場合にも葉斌の測定が必要で

すが，葉量は，樹種ごとに見ると，最下部の生枝の出て

いる幹の直径と一定の函数関係にあり，幹の直径がわか

れば葉量が求められる表をあらかじめ準備しておけばよ

いのではないかと考えております。

騒音防止機能…森林による音の減衰ホーン数が考えら

れます。すなわち一定の気象条件のもとで，特定のサイ

クルの音が，森林によって減衰するホーン数によって示

すのです。

要因

森林の機能の大きさを予測するために測定する要因項

目X(説明変数）は，立地因子および森林構成の2種類

です。このうち立地因子については，標高,方位,傾銚

基岩，土壌型その他さまざまの因子が考えられますが，

これらの因子のうち森林の機能を表わす計量指標との相

関の程度が高いと判断されるものを数項目選定して，こ

れを説明変数たる要因として用いることにしています。

いかなる立地因子が最適かは（4～5個の因子を考えて

います)46年度の調査で決められます。

森林溝成要素については，樹種，樹種の混こう状態，

林種(人工林,天然林の別)，林齢，平均胸高直径，平均

樹高，立木本数，立木材積，樹冠疎密度，樹冠の垂直的

構成（単層，複層，多層の別）直径階別本数分配，地表

植生等食がありますが，立地因子の場合と同様に，森林

の機能を表わす計量指標との相関の程度が高いと判断さ

れるものを数項目選定します。どれを選ぶかは,46年度

の調査事項の一つになっており，目下研究中です。

e)数量化理論の採用

森林の機能を予測するために測定する立地因子および

森林構成要素の測定結果が，すべて数値で得られる場合

は，通常の多変戯解析になり，とくに問題はありませ

ん。ところが立地因子および森林構成要素のなかには，

測定結果が，数値では与えられず，定性的なかたちでし

か得られないものがあります。たとえば立地因子につい

ていうと，基岩，土壌型などがそうであり，森林構成要

素についていうと，樹種，林種，樹冠の垂直的構成など

がそれに該当しますが，これら項目の測定結果は，物理

3

ざ

ー巳

標本として選ばれた林分の林齢が，たとえば36年生で

あったとすると，この測定値は「5」のカテゴリーに該

当するということを記録するのです。いまこれらのカテ

ゴリーを，第2表のようなかたちで一般化して表わすこ

とにします。この表が意味しているのは，要因Xjの測

第2表要因のカテゴリー分類

XM

CM1,CM2,
……CMrM

|x,|x｡要因

lc¥厩孟頂駆扇カテゴリー

１
１

一

定結果は，要因ごとに設けられたそれぞれのカテゴリー

Cj,,CJ2,.…．.Cj,y(j=1,2,……･,M)のうちのいず
れか一つに該当するということです。

いま各Xjの各カテゴリーに対し，第3表のようにそ

れぞれ数値を与えるものとし寮す。

第3表カテゴリーと数値の対応表

畠

ｶﾃゴﾘ三|可再毛雇TF踊癒|……阿淵壷
数量|tLW'{鋲抄!"t2rル…lt""i,,i,,
この場合の数値tjんの与え方は，次の基準を満足させ

るようにします。すなわちX',X2,･…･･,XMの和のか

たちでY(森林の機能の値）を予測するものとし，実際

のYを(,)式のfで予測する場合に,予測の誤差をでき
るだけ小さくするという基準によって数値噂厄を与える．

－11－



のです。そのためには実際のYの値と
ハ

Y=X,+X2+…･･+XM･･……‘.….､”…･(1)
へ

予測値Yの値の差の平方の和が最小になるようなX1,

X2,･､…･,XMを求めればよいわけです。歩なわち最小

､自乗法の考え方を用いればよいことになります。(2)式

＃説それを示したものです。
八

E[(Y-Y)2]=min.…..…….………...…･("

以上の謹農によって，各カテゴリーCj厄に与えられた

数値上北の和としてfを求めることができ,これによって
Yすなわち森林の公益的機能の値が予測できるのです。

(4)計没化の実際

前述のように各要因の測定結果は，どのカテゴリーに

該当するかを記録します。たとえば各要因のカテゴリー

カも次のように分類されていると仮定します。

標高

立木材積
ー－－

301m3

以上

⑥

－

詔mn,|1脇,|2:;6H,｡
③｜④｜⑤

10m3

未満

①

10～

50Ins

②

｜
『

|’

外業調査においては，標本林分について各要因を測定

し，測定結果が，どのカテゴリーに反応するかを要因ご

とにチェックします｡同時に標本林分の機能の大きさ

（数量化理論では，これを「外的基準」と称している）

を測定します。たとえば水資源かん養機能についていう

と，森林土壌の降水貯溜趾が外的基準であり，これを測

定するわけです。

以上の調査を標本林分ごとに行ないます。承どりの効

用調査においては，全国で約500個の標本林分を求め

て，上記の調査をすることにしております。

さて以上の外業調査の結果は，例示の第4表「反応パ

タン表」に整理します。

反応パタン表が作成されると，それからあとは

①要因項目相互間のクロス集計および外的基準の数避

に関する総和

②計算上必要なマトリックスの作成

③数値計算（連立方程式の解，重相関係数の計算，予

測値の計算）

④内部相関行列の計算，偏相関係数の計算

の手順によって計算が行なわれます。もちろんこの計算

は，電算機によって行なわれますが，その際数鐘化理

論のプログラムが，林業試験場の川端幸蔵技官の手によ

って開発されていますから，この調査でもこのプログラ

ムを使用させていただくことにしています。

電算機によって求められた数値計算の結果は，第5表

に例示するような「要因群スコア表」に菫とめます。こ

パタン表

■

、

〆

三蕊 ’

一
ｍ

｜
③

１
０
０
０
４
７

一
ｍ

④

１
０
０
０
７
Ｊ１

一
ｍ

｜
⑤

１
０
０
０
０
５
Ｊ
９

１
１

皿
上
一
⑥

釦
以

『
０
上
Ｊ
，

方位

一
Ｎ
一
①
’

｜
亜
一
④

一
諏
一
⑥

型｣星
②|③

｜
Ｗ
｜
⑦

１
１
１
１
NWl平坦
⑧｜⑨

Ｓ
｜
⑤

樹種
｜
ツ
ッ
歩
犀
③

ア
ク

・
キン
②

上

齢

》
①
｜
林

一一~ー一ー

零|…．｡『|そ#他
④|…|⑦
｜
I

他の
広
⑩

そ
１
１

ブナ
■■■■■■■I■■■■■■

⑧

忌崖鳴忍…燕厩雇F扉
①｜②｜③｜④｜⑤｜⑥｜⑦｜③

▲
一
旬

第4表反応
－ー一些一一

－－

貯溜鐙||_標高XJ|方一位x21"X'||王霞羅
－

標本

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

合計’

し
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の表は，各要因のカテゴリーに与えるべき数値（これを

「スコア」と呼んでいます）を示したものです。もちろ

んこのスコア表は，機能の種類ごとに作成されます。象

どりの効用調査では，計量化の対象にする公益的機能

は，7種類が考えられておりますから，七つのスコア表

が作成されます。

スコア表を用いて森林の公益的機能の値を求めるに

は，次のようにすればよいのです。いま第5表が，水資

源かん養機能についてのスコア表であるとし，ある任意

の林分について各要因を調査したところ，要因X,(第

第5表要因群スコ

3.68152X3の②カテゴリーは,5.,5229…,X9の②カ

テゴリーは，1.3335,X,0の③カテゴリーは0.2905と

なっています。したがってこの株分の降水貯溜量憾,X,

からXxoまでのすべてのスコアを加え合わせた値である

33.5924(m3/ha)となり，

12.1872十3.6815＋5.5229....

＋1.3335＋0.2905＝33.5924

これが，この林分の水資源かん養機能を計量化した値と

いうことになります。

むすび

刺

森林の公益的機能を計量化

する方法のあらましは，以上

のように，数鐙化理論による

多変量解析の方法を用いま

す。ところでこの方法によっ

て公益的機能計量化を実際に

現地について行なうにあたっ

てば，事前に解明しておかな

ければならない事項がいくつ

かあり室す。本年度に行なっ

ている「森林の公益的溌能計

量化方式開発調査」は，これ

の解明を目的としたもので，

次の事項について目下検討し

ております。

①機能の計鐡指標としてな

にを用いるか

②機能の計量指標の測定方

法

③要因としてなにを用いる

か

④標本調査の際の調査ユニ

ットに関する事項たとえば

調査ユニットの最適の大き

さ，形状ならびに調査ユニ

ットが具伽すべき地形上の

要件および森林状態など

ア

要因|雲霞ｶﾃゴﾘ_||X｣|X｡lX,{|X,|XolXI"

200m未満①'":;|",;:"|&"":91,":::

織讓識
200～400m@13｡230

X1
401～700m@14.307

(標高),,8:Hi::::3f::::
1,501m以上⑥18.181

NQ)|0.000
NE@|0.795
E@|2.652

X2 SE@|2.115
SOl4.928

'(方位)SW@|4.901
W@|7.278
NWOl10.112
平坦⑨5.373

蝋鐵盤蕊
平坦①

X3
緩斜
8中斜

,(傾斜）
急斜④

-－一一一～ハーーーーー｡．一一一二－．L-－－

ケ
ー

一一 ー ーー

一
弧
２
０

ー

④
⑤
⑥

X8.

平均胸
高直径

11～20cm

21～30cm

30cm以上

10m8未満
10～50m3
51～100m3
101～200m3
201～300m8
301ms以上

単層
複隠
多層

1876

4078
0746

0．盤0％
::柵
…
｜
Ｉ

鍜
狸
必

ｚ
７
１

乱
４
３'（ ｊ

’
１
’
〕

l

リ雛
0.000
0.218

0.294

リ鱗
1.007

0.407
0.633

X9

，(蔚鳶

X10

<閣議

ご
Ｊ
Ｉ
ｒ
ｊ

１
０
″
ｌ
Ｊ
ｈ
Ｊ
ｆ

一L

’
､

運

ｉ
ｎ

0000

1673
2905

０
０
０

－

⑤推定の精度をもっとも高くする最適のカテゴリ一分

類

いって象れぱ，きわめて慎重な準備をして計量化にと

りかかろうというわけです。それにしても何分未知の分

野のこととて，調査の完成までには，途中でさまざまの

難関にぶつかることと思います。その際，諸贋のお知恵

をお借りに参上しなければならないことがあろうかと思

いますが，よろしくご指導ご教示を下さいますよう，誌

上を拝借してお願いいたし蓋す。この拙文源，その際の

一助にでもなれば幸いです。

5表では,X,要因は，標高が用いられています）･につ

いてはカテゴリー④が反応し,X2(方位が用いられて

‘います）については③が,X3(傾斜）は①，．…X8

（平均胸高直径）は⑥,X9(立木材積)は②,X10"

･冠層の構成）は③がそれぞれ反応したとし，第5･表の右

端の縦列のスコアを用いて，この林分の水資源かん養機

能の大きさ（外的基準は，森林土壌の降水貯溜量）を求

,めることにします。

スコア表からわかるように要因X,の④カテゴリーの

スコアは,12.1872,X2の③カテゴリーのスコアは，

－13－
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西郷村における民有林事業の

推進状況と問題点
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きたそのひろ承つ

北薗弘光

(宮崎県林業改良指導員）

》爵歸鰯麓麗観麓筆爵鰯鏡錫蕊曇鰯鰯蕊塁謬

1．はじめに

西郷村の位置ば宮崎県の県北部を流れる耳川の流域に

あり，国鉄日豊線，日向市駅より耳川を約30kmさかの

ぼったところで，東西に約20km,南北に約10kmの耳

川に沿った細長い形状をした村である。

村の総面積は13,873haで，そのうちの88%に当た

る12,195haが山林である。そのうち，国有林（官行

造林723haを含む)733ha,県営林745ha,村有林が

831haを占め他の9,986haが私有林に属している。

私有林の所有形態は大森林所有者はなく比較的平均し

ている。なお，県外の居住者所有山林面積は755haで

全山林の6.2％である。

2．村をとりまく自然的，社会的条件

立地条件は温暖多雨で年平均気温15.7｡C,年平均降

水趾2,600mmであり，地質は中央部より東部にかけ

て中生層に属し，西部は古生層よりなっている。土壌条

件にも非常に恵まれており，昨年の林地生産力調査の資

料によると'44カ所調査の結果,スギ,,.蓋錫:34m,
ﾋﾉｷ,0.選悪663-mであり,スギの適地が全体の
70%を占めている。また，地利的条件にも非常に恵ま

れ，山元から市場（日向市細島）までトラック輸送で1

日2往復できる。

しかし，このような好条件に恵まれながら人工林率は

低く，現在（45年末）62.7％（クヌギ林を含む）で宮崎

県のほぼ平均値である。その人工林についても幼齢林が

多くほとんどが戦後に，しかもここ’0年間に造林され

たものである。（第1表）

造林は大正時代に始まり水力発電事業の発達に伴う水

源かん養のための造林であった。しかもそのほとんどが

公有林野分収造林であり，私有造林の遅れの原因の一つ

は古くより，木炭としいたけに依存した生活であったた

第1表人工林齢級別および広葉樹面穣
（私有林）（45年末）単位:ha

厘腸|』,,↑季,稲,制上,釧職,蜜、
針葉人工齢級別広葉樹

面積|',3i$l',$3'|wil2:'|'$:|''|"|&'|4,"|雨『獅
¥|"|!"|"|"lul1.IILI|_A1－‘j
甥|郷|岬'!’､’'6』|誠|"''4!’Ol1ml

53.31100
-

－'一
めといっても過言ではない。

一方，人口は現在（45年10月1日）4,898人で明治

42年より116人少なく，最高の8,221人（30年）に比

較して40.5％の減少であり，特に最近の過疎化ほ顕著

であるとともにその人口構成をぶても青年層の少ないこ

とは他の農山村と同様悩致の種である。

次に村内の主要産物の生産額ほ林業が817百万円で全

体の76％を占め，農業が180百万円，畜産が73百万

円である。（林業はしいたけを含む，45年調査）

3．民有林事業の推進状況

これには種をな事項があるが紙面の都合上ここでば，

1)拡大造林の推進状況を中心に，2)林業職造改善事業，

3）しいたけの生産性の向上の3項目にしぼって紹介し

たいと思う。

1）林業構造改善事業

一次林構（総事業蟹89,040千円）が始まるやいち早

く，本村は手をあげ，まつさきに事業を実施した。その

おもなものは，①生産基盤の整備（林道開設）7路線，

8,841m,(事業磯の72.2%),②資本装備の高度化（素

材生産施設，造林施設，木炭生産施設，しいたけ生産施

設),おもなものは，集材機1台，索道1台，トラック1

台，トラクタ1台，刈払機29台，チェソソー54台，

軽架線9台，しいたけ乾燥機21台，乾燥用建物14棟

等，（事業蟹の27.5％)，③経営基盤の充実（分収造林

の促進)241ha,(事業費の0.3%)等である。

次に追加林職（総事業費34,000千円）は今年度より

事業を開始するがその内容は，①生産基盤の整備（林道

開設2路線,2,300m,(事業費の69.2%),②資本装備

の高度化（作業路開設用機械施設)，トラクターショベ

ル1台，ダンプトラック1台，さく岩機1台，機械保管

倉庫1棟，（事業強の23.1％）を予定しており，林道，

作業道を中心にした事業がとりあげられている。

一次林椴の成果は，それぞれ他の事業との関連で大き

く効果をあげているが，特に林道の開設，機械器具の施

設はそのものの効果もさることながら他への機械器具導

入の推進役を果たした点で高く評価される。また，この

－14－
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第4表分収造林実絞（個人ならびに協業）面積;ha一次林職の効果をさらに高めるために追加林構への役

割，あるいは二次林職に期待するところが大きい。

2）拡大造林の推進

本村の拡大造林.の実績は第2表のごとくであるが，そ

の伸びはすばらしいものである。特に私有林の伸びはす

ばらしく45年の実績は41年に比べて2‘74倍の伸びを示

している。

この伸びを分析してみると，42年度の拡大造林推進員

の設置，団地造林の制度発足，これに伴う作業道の開設

等が第1にあげられ，この効果も43年度より漸次現わ

れている。これは団地造林の箇所が年を増加してその実

級も急増していることからもうかがわれる。（第3表)，

団地造林は計画造林を大きく助長している。

第2表拡大造林の推移面積jha

考451備
5111943年青年の山7.4ha含む

16.6031.1638.1444年青年の山5.0ha含む

1001］8812301

件数

面積

伸び率

また，造林の伸びは作業道の伸びとの関連が大きく，

作業道の伸びが拡大造林の伸びに大きく拍車をかけてい

ることも間違いない。この作業道の開設については団地

造林作業道に県単作業道が積上げされ大きく伸びてきて

いる。その他，県単のしいたけ作業道，村単の作業道，

自力を含めて伸びはすばらしく，42年に比べて9.5倍の

伸びを示している。もちろん，村当局の機動力（プルト

ーザ，ショベル等4台）のフル活動の努力によることは

見のがせない。（第5表）

第5表作業道開設状況単位;Xn

１
一

句

q■■

一

備 考葱荊~遥劃41|叩|“|“
私有林129140’208311353
（伸び率)(100)(109)|(161)(241)(274)
県禄公社,公団55349210670

村有林一一36158

計184174336418481

伸ぴ率10095183227261

irgl421ZZTzI|451感i響l421Z5TIIl451計’ 備考
県単積上げ
含む。各作
業道とも補
助十自力の
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拡大造林推進の中でわたくしたちはできるだけ，計画

造林による，しかも，個人ならびに協業造林を推進して

きたが，その中で比較的所有面積の大きいものについて

は地元の所有面積の小さなものとの分収造林を推進し，

それがむずかしい場合は県行，公社，公団等の分収造林

を推進してきた。

青年の山が43年度（第1年目）に本村に設侭されこ．

れが個人対個人，あるいは個人対協業の分収に大きく波

紋を投げかけそれ以降の分収造林の推進に大きく貢献し

ているといってよい。（第4表）

次に拡大造林の推進体制を書くと，拡大造林の推進に

あっては機会あるごとに年中その努力はなされている

が，組織としては県の組織下にある拡大造林推進員がそ
のまま村の拡大造林推進員となり，この拡大造林推進員
が中心となって村の拡大造林推進協議会を作っており，

この下部組織として各区より選出された森林組合の事業
推進員があり，これらの推進員が直接，間接に森林所有

者に当たる指導，推進の体制がとられている。（第1図）
なお，拡大造林推進協議会は林業に関する諮問磯関と

してその存在価値は大きく評価されている。

このような推進体制のもとで，また，あらゆる指藝

普及の中で推進されてきたが，造林を計画しながら（造

林申請を出しながら)実行できず中止したものが，43年
春植えで全体の30％あった。これらの方を（53名)に対
してその中止のやむなきに至った原因についてアンケー

ト結果を集約して書くと，そのおもなものは①雇用労

働の資金が困難なため，19％，②山林以外の農業経営
に追われたため，15％，③他の林業経営，たとえばし

いたけ等の労務が過重なため，10％，④前生樹の処分

ができなかったため，10％の順であった。しかし，この

中で「木材価格の長期見通しが不安なため」を原因にあ

一

4

第3表団地造林の計画と実績（年度別）面識ha
実繊一計画’

砿溌~毎墜’421431441451461471計1421431441451計一

￥

島戸外1302117

丸野外13314

鳥の巣外8761

木浦外3

計
ぴ伸

このうらには村単で分収造林に対する造林者への補助

制度が設けられたことも大きく影響していることはいう

までもない。
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いたけの栽培技術導入が，村内全体の栽培技術の向上と
経営意識の向上につながる期待は大きい。
4．普及指導のあり方

このような環境の中でわたくしは林業普及指導のあり
方についてよく考えるのであるが，前述のごとく第一次
産業（ここではほとんど農林業）の生産額でも明らかな
ように，また，その占有面積からいっても明らかなごと

く地域経済に森林が占めるウエイトは高い。しかし，普
及指導の体制は農業改良のそれに比べれば貧弱であり，
人員の絶対数で比較しても半分以下であり問題点として

あげられる。もちろん，単独，集合駐在の是非論は別と

して，これが現体制で考えていく時，普及事業はすでに
発足以来20年を経過し，いわば青年期にはいったとい

ってよいと思う。その経過をふり返って承ると発足当時

より数年間は普及の基本テーマを中心にした個別技術の
伝達がおもな活動であったと思う，それが過去の普及活
動の反省と時代の要請，あるいは農林家の生活の変化に
より，いわゆる考える幾民の育成へと変わりさらに35

年ごろより個盈の部分技術指導から艇家経営全般にわた

っての指導が取り入れられ個別経営計画によるモデル林
家の設定と変わってきた。最近では地域集団経営指導に
重点がおかれてきている。これらの変遷を一口にいえば
点から線への移り変わりであったといえないだろうか，
これがさらに現在は線から面への普及指導へと移り変わ
ってきており，今後はこの面も広域範囲での面に移り変
わらねばならないと思う。このようなことを考える時，

種なの要因はあるにしても，大きくいって行政との関連
で考える時，最も効果的であるように思う。それをさら
に具体的にあげれば，①森林所有者との接触の強化はも

ちろんのこと。②行政と普及指導との調和のもとに行政
業務をそれぞれの内容に応じた教育指導，実態調査等に
関連させそれを普及活動の内容にして計画的に活動す

る。③普及客体のとらえ方として点より線，線より面の

とらえ方を考え地域ぐる承の振興につながるものを重点
的にとり上げる。④個之の技術についてもすべて経営と

の関連で指導する。⑤林業研究グループとの関連はもち
ろんのこと小地域単位に親子ぐる承の林業グループを育

成し生産団地の形成と関連させる。⑥指導員は地域行政
のアドバイサーであり，地域林業の頭脳であるとともに

他の部門でもよき部外リーダーとしての役割を果たすべ
きであると考える。

5，2～3の問題点

西郷村の林業は林業構造改善事業を転機に団地造林制
度，それに伴う作業道の開設，青年の山の造成，各作業
道の制度等盈で大きく発展してきた。たとえば40年末

一四

推進荘I

第1図西郷村拡大造林推進組織
(注）本村は14区に分かれ推進員はほぼ区単位に1名

■

げたもの朧一人もいなかった。このことはいかに林業に
対する理解と期待が大きいかを物語っている。また一面
このアンケートが示すとおり拡大造林に大きく期待しな
がら寅金面，あるいは労力面が困難なためやむえず中止
したものが，大きなウエイトを占めていることもうかが
われる。なお，回答者は53名中30名で；43年調査であ
る。これらのアンケートをもとに翌春，44年春植えより
種士な方面より計画に対する完全実施を目標にそれぞれ
の原因を追求し個々に指導,PRが行なわれ:,45年春植
えには実行率94％の好成績を残している。
3）しいたけ生産性の向上

しいたけ栽培については生産性の向上と生産量の増大
に努力がはらわれている。現在村内では年間120千kgの
生産鐙があり，農林家の最大の収入源となっているし，
また，今後このしいたけ栽培に期待するところは非常に
大きい。

この問題はいち早く林業機造改善事業でもとり上げら
れ，その対策がなされている。たとえば資本装備の高度
化をもって12協業体を対象にチエンソー47台，軽架
線9台，乾燥機21台，乾燥用建物14棟，給水施設2
カ所の生産施設の設置がされた。この波及効果は大きく
評価されている。蓑た，その後，県，村単事業の中でし
いたけ増産近代化対策事業がとりあげられ,①しいたけ
原木搬送施設設置事業，②しいたけ原木林造成事業，③
浸散水施設導入水源確保事業，④しいたけ集約栽培促進
作業道開設事業，⑤モデルしいたけ原木肥培林造成事業
等が推進されている。このような中で生産性の向上，あ
るいは生産量の増大は漸次上がりつつあるが，現在に至
って特に原木不足が大きく問題化している。また，これ
に対する対策も種を処置されているが，普及指導の中で
は質の向上，単位収量の増大を目標に努力しているとこ
ろである。生しb､たけの不時栽培，気運が高まりつつあ
る。しかし，村内全体が･この生しいたけの栽培に適当で
あるかどうかは検討の余地があり，自然条件に適合した
生産体系を考える必要があるように思う。しかし，生し
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に人工林率が46％であったのが45年末には63％，ま

た作業道を含む林道網は40年末ha当たり4mであっ

たのが45年末には11mにも伸びた。この両者を考えて

みる時，両者とも団地造林をきっかけにその進展ととも

に伸びてきたといっても過言ではないと思う。しかし，

この団地造林の伸びも45年度をピークに次第に落ちる

‘ことが予想される。

これは拡大造林の進捗とともに団地造林の基準に適合

･する箇所が少なくなったことと，急速に造林地が拡大さ

・れたためその保育に多大の資金と労力を要すためとが考

・えられる。

鋪’の団地造林の基準の問題については団地の範囲の

考え方をもう少し大きな範囲で考えることはできないか

また，3年間の幅をもう少し延ばすことができないか，

.また，現在の基準であれば面積の引下げができないか。

生産団地の形成が目標であれば一協業体で同一の施業

方式がとれる範囲で考えることはできないだろうか等の

澗題である。

労力問題についてば32年ごろより森林組合の編成す

．る労務班が活躍し最近では労務の組織ば強化され私有林

'の地ごしらえ，植付け，下刈り等にも積極的に利用され

ているので，ある程度資金の問題に重点がおかれてきて

、､る。

しかし，今後本村の林業労務で問題となるのは齢級配

鐙からもうかがわれるように通年雇用の問題である。

また，資金問題については今まではある程度広葉樹の

利用で拡大造林の資金の一部を補ってきたが，今後は現

制度の融資制度では限られており，これが抜根的な制度

の改革が必要だと思う。たとえば造林地に対して一定期

間の成長に対する成長量の評価の何割かを低利な資金で

貸付けをするとか，これも同一林分で何回も貸付けを受

§けられる制度（立木の成長趣に承あう融資制度という

か）あるいは森林組合に私有林の経営委託をなし，森林

組合は他より低利な融資を受けこの受託した森林の経営

を行ない，伐採時に諸経識を差引き森林所有者に返す方

法（森林組合経営委託方法というか）はどうだろうか，

むしろ後者の方が過疎化を防ぎ広い意味での山村全体の

振興につながると思う。

また，一方すでに造林されて2～3齢級に達している

淋分の除，間伐，枝打ちの問題であるがこれは森林組合

が主体となり事業指導の推進を図らねばならないと思

う。特に間伐については木材業者よりむしろ森林組合の

指導を通じたものであるのが適切である。このようなこ

とより森林組合の強化が重要な問題である。

なお，現在山村では各種作業道の開設を強く望んでお

り，今年度より国が新規事業で間伐作業道をとりあげら

れ大きく期待されるところであるが，これが現在の本村

の実態からすればもう少し対象林分の広範囲な育林作業

道的な開設が強く望まれる。

6おわりに

山村での経済発展は山林の活用に頼るほかはない。西

郷村では村長をはじめ村民全員が積極的に山林の開発に

取組んでいる。また，その実績も漸次上がりつつある。

たとえば造林でいうならば63％がすでに生まれた。ま

た，村の人工林の最終目標が75％であるのであと12％

は現在7～10カ月の胎児である。どうしてもこれを無鄭

にお産させる必要がある。

行政マン，指導員はある意味では産婆役であるかもし

れない。しかし，70年代の林業をとりまく情勢は楽観を

許さない，産んだ子供は立派に育てなければならない。

今度は育ての親もわれわれの仕事である。消費は大形化

時代，それに計画的に一定量ずつ供給できる産地を作ら

ねばならない。いわゆる商品生産林業であるとともに大

形産地の団地を作らねばならない。これが計画的大鐙生

産定量販売の道だと考える。それには耳川水系がまとま

る必要があり，西郷村はこの耳川水系の中心であるので

その使命は大なるものと考えるし耳川林業の確立に努力

している。

生産団地化それは広範囲の人為がそれも自然的，社会

的条件の似かよった人盈が皆同じ方向を見て進まないと
むつかしい，特に民有林では所有，林相形態それに経済

形態がそれぞれ異なるからである。具体的に同一団地で

同一施業方式をとっていながらもある人が，ある時期に

資金，労力問題で歩調が狂わないとは限らない。その時

すでに生産団地はこわれ始める。この対策としてはさき

ほど申上げたように資金の問題，労力の問題等があり抜

根的な融資の制度の問題，あるいは森林組合による経営

委託方式の問題解決が必要であるように思う。また，一

方林地の移動問題についてもこれが対策が急がれる。こ
のような問題を解決してゆかないと山村の経済的な問題

は今や事業資金の問題でなく生活資金の問題へと深刻化

してきている。

本村は造林の歴史が新しいだけに苦しさもまたひとし

おである。しかし，林業栂造改善事業をきっかけとして

林業の様子は大きく変わってきた。この苦し承を打開す

べく，国，県の手厚い援助を期待しながら，山林が立派

に整備されるならば，必ず期待が現実となってわたくし

たちの生活を豊かにしてくれることを確信して，村長始

め村民が当一体となって過疎なき豊かな村作りを目標に努

力している。

－17，－
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（前号33頁より続く）

幼齢更新林の間伐

一般に，十分な光の中では幼齢更新林で間伐をやった

効果は，およそ2年間ぐらいしか統かず，その後は萠芽
や後生樹に追いつかれて，間伐や刈払いをくり返さない

と競合はふたたび激しくなる。刈払間伐区と刈払無間伐
区との選抜優勢木の幹周や樹高成長は，一般にほとんど

同じである。マラッカの第5標準区の年間幹周成長量は
次のとおりである。
－－－

処理年月

昭和11年7月

昭和12年8月

昭和13年9月

昭和14年/40年

昭和15年/41年

露
1．20（3.04）0．92（2.33）

0．76（1.93）0．59（1.49）

1．12（2;84）0．80（2.03）

昭和11年の処理後，年間成長錘が徐煮に減っているこ

とは明らかであり，刈払いや間伐効果の代表的なもので

ある。幼齢林の間伐は，あとの更新を妨害し，雑木やツ
ルをはびこらせる。重硬広葉樹に対して集約的に処理を

くり返して行なう場合に限るべきである。

幼齢林に対する単純な間伐ば，効果が持続しそうもな
く，その後に何回下刈をやっても，早い成長のメランテ

ィの場合には，相当大きくなっている林木の成長にはあ
まり効果はない。このことはランドンによってセランゴ

ールの第42プロットで確かめられている。エーカー当
たり用材向林木が何本成立するかについては，後述する
が，ノークやサンガーデーピスば50本以下と見積もっ
ている。

結論

幼齢混交林で推奨される唯一の間伐は，良形の林木が
近くにあるときは不要のものを伐採したり，あばれ木
(Wolftrees)を切ったり，低質材（価）の準優勢木

(Co-dominants)をもつと価値の高いものにするため、

（林分構造を改良するための間伐）のものである。

幼齢小丸太林分(polecrop)の間伐

間伐の経済的利益を計算する基準は，林分のエーカー

当たり年間材積成長量であり，理論上は1種か2,3種の’

似かよった樹種で，サイズも犬体同じであり，正確な材

溌表と，一定間隔の測定で，計算どおりの間伐をしうる

ならば簡単である。ところが熱帯降雨林中には，経済林

はいろいろな層の中にあり，非経済樹種もどんな層にも

出現し，間伐はむずかしく，サイズか樹種によってどこ

かに線を引かなければならない。さもないと，多数のサ

イズや樹種によって外業や記録の分析はとても実行でき

そうもなく大きくなる。世界中の多数の学者も目ぽしい

発展をもたらすことはできなかった。

占領によって，昭和17年から昭和20年まで観察は中

断し，記録は破棄されてしまった。また共産テロによっ

て昭和23年以来観察ができなかった。こういうことがさ

なくなって，長期間の森林研究が中止されないように望
ゑたい。

結論

15～20年生の天然更新における間伐の利益は，次のよ

うに要約される。

（'）経済的林分組成の改良

（2）形状不良の樹幹を除去して，優良な形の林木の成
長に集中させること

（3）非経済的な林木の改良薬殺巻枯しを併用するなら

ば，材積と林分の肥犬成長の改善および成長停滞の予防
ができる

択伐的間伐

マレーで行なわれている混交更新林について,"択伐的

間伐〃というやり方がプルーメによって示された。この，
考え方のおもなるものは，伐期の終わりに最終的に形成
すると予測される林分に罪早期に形質のよい優勢木を均ノ

－18－
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等に配侭するために行なう選抜である。これらの〃精英

澗〃は標識され，改良作業や間伐はそれら緒英樹の樹冠

が，それ以外の副林木によって競合の望ましからぬ悪影

響を受けないように行なわれる。このような方法は集約

’的な経営が可能である，マレーの更新林にはきわめて適

切なものである。

林分改良薬殺巻枯し作業

間伐は，林分改良薬殺巻枯しとつる切りが同時に行な

われることが多い。10年生およびそれ以上の林分では，

‘林分櫛造の改良と，形状不良の林木除去のための間伐を

：実施すべきである。また’5年生およびそれ以上の林分

では，うっ閉した群，あるいは同じような用材価値のあ

る林木（上層林分中の）から成り立っている林分は間伐

すべきである。

間伐における樹幹の間隔

間隔をとるための正確なガイドとしては，樹幹周平均

:25～30inの時に，エーカー当たり100本，あるいは優

勢木間最小間隔16ft,樹幹周平均40,～50inの時にエー

カー当たり50本，最小間隔24辻が推奨される。メラン

ティ間伐についてはノークスによって，カブールについ

てはA.B.ウォールトンによって作られている。

は一般的ではないが，プライウッドの工場の経済的距離

内にあれば多くの需要がある。

篭更新ずゑ林分の商業用樹種間伐

林木が利用できるサイズになった商業用樹種の間伐で

は，幹径の最小の木の伐採は絶対に禁止すべきである。

大きい木は成長の早いものとして残し，小さいものは，

適当と思われる成長をよりよくする空間を与えてもっと

成長させるように間伐する。詮な良形木であり用材価値

があると仮定して，この伐採についての厳格な監督は欠

かせない。

更新した森林における林分改良作業

更新伐後5～10年生の立木

林分椛造の改善

軽軟木を犠牲にして，下層木に重硬木を入れるように

すること，メランティを犠性にしてクルインやその他の

優先樹種を助けること････などが得策かどうか，その地

方の条件を考慮に入れて決めなければならぬ。

林分構造改善のための処理

被圧されたどの大きさのチェンガルやメルバウも，10

ft以上のクルインやダマール・ラウト・メラをまず優先

する。それらについて樹冠内でリーダーをとっている樹

種で望ましいもの，うっ閉競合と無関係のものとして扱

0

q四

■L

われるべきもものは次の順序であ

ネメス，メランティ

・ダン，メンクラン，

メランティ・テンバ

ックである。

プール

エーカー当たエーカー当た

り樹幹数拶騨醇
(n/ha) (ms/ha)

360（900）29（6.73）

275（688）49(11.38）

195（488）62(14.40）

135（338）67(15.56）

90（225）64(14.86）

70（175）68(15.79）

55（139）70(16.25）

メランティ 力

ヤ
イ
ン
ナ

ラ
バ
ト
ル

セ
ン
ル
メ

◎
一
フ
エ

る
・
ジ
ガ

た
積
ト

当
面
一

一
断
イ

カ
高
フ

ー
胸
方

エ
リ
平

た
数
当
幹
や
樹
エ
ｈ
ソ

平均幹周

incm

平均幹周

incm
(n/ha)

240（600）

170（425）

130（325）

100(250)

80（200）

64（16の

50（125）

42（105）

34（85）

30（75）

26（65）

23(57.5）

20（50）

18（45）

16（40）

(ms/ha)||

’19（4.41）

31（7.20）

42（9.75）

50(11.61）

57(13.24）

63(14.63）

64(14.86）

68(14.79）

68(14.79）

72(16.72）

75(17.42）

77(17.88）

78(18.11）

81(18.81）

82(19.04）

12（30.48）

13（33.02）

､24（60.96）

､30（76.2の

36（91.44）

42(106.68)

48(121.92）

､54(137.16）

'60(152.40)

↓66(167.64）

72(182.88）

､78(198.12）

､84(213.36）

'90(228.60）

96(243.84）

12（30

18（33

24（60

30（76

36（91

42(106

48(121

ａ
の
①
の
り
＄
の

４
０
９
２
４
６
９

密生競合の定義

各層に出て くるすべての植物は
ごL

光を好むも のであって，樹冠を開

放しすぎると， つる類や雑木類の
を

発達を助けることになることを知

ぱならない。園芸の用っておかね

語のわかりやすい言葉の中に，作
心

物が旺盛な成長をするための理想

,"植物の頭は陽にあた的な条件は，

り，足元は冷たく〃ということが

ある。しかし劣等樹種が優良樹種

の樹冠高の

ていれば，

競合を与え

半分以上の満さになっ

優良樹種に対して密生

るものとして定義でき

樹 種の選択る。

経済的樹種の選択は，消費者にとってどんな価値があ不適当な競合の除去

員るかによって決まる。木材の価値は木材工業の進歩とと更新林の伐開後，5年目に不適当な競合の除去が必要

鼬に変わるであろう。たとえばある木材は製材用としてであれば，大部分のつるの刈払い，不用残存林木の薬殺

－19－
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あるいは再度の薬殺と,雑草類の薬殺に限るべきである。

10年目のサンプリング後の処理

伐鮒後10年までは，小丸太サイズの成長の早い経済

樹種は，一般に林冠水準の上に出ていて，その密度を減

らすこと以外には手入れを必要としないだろう。被圧木

の経済的な樹幹は，特に望ましい樹種（チェンガルのよ

うな）や，特別な訓令によってこれを保育する場合を除

いて，助ける必要はない。混交更新林における作業は，

(a)上層木において最高のものをつくる。(b)経営の

目的に合うようにする。(c)不用木や雑木は上層木より

除き，つるは切る。(d)選抜改良薬殺巻枯しによって優

勢木をうっ閉競合から開放する。以上のことを心がけな

ければならぬ。

ネグリスミラン州第12標本区は，劣悪木と雑樹種を

注薬巻枯し(poison=girdling)し，主林木が胸高周囲平

均30in(76cm)の林分を造成した林分改良のよい実例

である。

昭和5年11月の落下種子で成立したメランティ・テン

バガ林に最初昭和11年にこの標本区が作られた。昭和21

年に3ブロックに再分され南の半分(Bブロック)はそれ

以上の取扱いを受けていない。北のAブロックではつる

切りとメランティに邪魔な立木の注薬巻枯しがあまねく

行なわれ，ブロック1と3のメランティは8ft(2.43m)

と12ft(3.65m)の計尺棒を使い間伐され，第一ブロ

ックは間伐されなかった。昭和21年に除かれた立木を

含め，昭和21年と28年における直径級8in(20.32cm)

以上のメランティの推定総収穫量は次のとおりであっ

た。

エーカー当たり総収穫量
一一ニーーーーーー＝

の優占樹種中77本の優占樹種があり，底断面穂では合

計189ft2(17.56m2)中35ft2(325m2)で18.5%で

あった。Aブロックでは，わずか8本しか優占雑樹種は

なかった（すべて不間伐のブロック1Aで発生)2.5=

ーカーの総樹幹数362本のうち,底断面積はそれぞれ2.S

ft2(0.26mg)と162ft2(15.05m2)であった。この数字

は，17年間に伐採，注薬巻枯しされた雑樹種が，成林し

た更新林でどれだけ再成長できるか？また，収穫木の材・

積増加に対雑樹種の存在の逆効果を示している。

この時代の更新林に対するつる切りと注薬巻枯しには。

エーカー当たり7～8Mドル(17.5～20Mドル/ha)以上

の支出をすべきではない。現在メランティ丸太の木代金

はft3当たり15セント(5.3Mドル/m3)であるから，

もし材積増加がそのような処理の結果として年エーカー・

当たり50ft3(3.54m3/ha)増大しうれば，年増加量ぱ

作業原価を十分に償うだろうし，これは作業を望ましい。

ものにする。

結論

大規模な一層の研究が必要だが，ここでは優占状態の’

商業樹種更新収穫木の研究が必要である。林分を同様沈

態に維持し，最上層の非経済的立木の比率の発達を許さ‐

ぬことが絶対に必要と思われる。

巻枯しと注薬

A立木

無注薬の巻枯しは効果がない。

枯殺剤を使わなければマレーの林木の巻枯しは効果力璽

確実でない。多くの場合強度に巻枯しされた立木が多年．

生存し剥皮刻付(girdle)が閉塞せぬまま葉を生じて残存

する。デッシュは巻椎
ft3(ms/ha)

‐‐－1‐ミヤ･訓での鶴渥翻中毒論

蔚豊隼=響室
昭和21年

昭和2'年処理｜昭和2'年不処理全ブ鱈ﾂｸ強‐
し立木の残存理由を論

じ，巻枯しに抵抗力の，

あるものは,pagar

anak,perah,tulang:

daing,Sialmenahun,

delek,mmyakberok,.

terap,setumpul,

kelat,であるのに対し

て，すぐ枯死する樹種

s,nyatoh,bangkong;

昭和28年

1年ごと材積増加
(昭和21年～28年間）

1A2AI3A|1BI2B|3BIAIB
341“40110777229193138

（6.03）（26.0の（70.98）（18.95）（13.63）（40.53）（24.ﾕ5）（24.43）

1，4801，8472，2387601，0231，5171，7441，100

(2W("::3)(36:6;""::"|('819:8)|(2W|(3WW15924326293135137
(28.13）（43.00）（46.38）（16.45）（23.40）（32.58)'（39.30）（24.25）

双方の間伐ブロックで除かれたメランティの数はエーはkedondong,tampoi,manggis,nyatoh,bangkong;

カー当たり5本以下で，胸高直径8in(20.32cm)級以と公表している。

上の立木に対し底断面積は2ft2(4,645cmg/ha)と40ft3注薬巻枯しが普及した昭和9年以前は，不要木は多癖

(1.13ms/ha)であったが小径のメランテイも除かれた。の費用をかけて伐倒されてきた。

昭和28年の不処理ブロック中，大きな木質蔓茎類と薬剤の選定

雑樹種に占められる空隙が非常に目立っていた。昭和28異なった強度の多数の薬剤と，最近の無毒植物枯殺識

字にBブロックでは2.5エーカー(1ha)中総計516本(non-toxicphytocides)の使用試験が〃マレー林業鐘
－20－
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詞

術者〃の第1,HI,1V,VjVI,VI1,1X,XHI,XV,

XⅥに述べられている。なお試験続行中だが，現在ま

では，水1ガロンに1ボンド入れて用いる亜砒酸ソーダ

より安くて効果の高い物質が発見されず，相変わらずこ

れが標準的立木枯殺剤になっている。

薬殺の方法

亜砒酸ソーダ使用の，標準的薬殺は下記のとおり，

(i)無注薬で立木を環状剥皮することは時間の空費

である。たとえ立木が枯死しても，普通立木は萠芽する

が，注薬した立木はめったに萠芽しない。

(ii)樹皮刻付け(frillgirdle)は，もし立木に根張

りがなければ普通腰高の辺に行なうこと。根張りの中に

踏段を作るに手間がかからず円筒樹幹であるときは，根

張りの上方に刻付けること。傷，孔，分岐その他凹凸の

ある場合はできるだけ凹凸の上か下につけること。

低く刻付けることが，高いものより効果的と考えられ

る。萠芽樹幹では，各枝条別に刻付けしないで萠芽枝の

下に刻付けるべきである。

(iii)刻付けは，軽い短い柄の手斧(11/2ポンド)か，

小さな樹幹には山刃(parang)で正しく辺材を切るべき

である。深い切付けは不要である，これは立木が枯死，

腐朽する前に風倒のおそれがあり，したがって落枝で樹

幹に与えるよりもっと大きな損傷を与えるおそれがある

からである。大きな斧は樹皮の切片をちぎり，切付溝を

いためがちで，また，大きな切溝は切片を完成させるた

め根張りの角に導かれやすい。

(iv)切付けのための切傷は，一部分をかち合わさね

ばならぬ。実際に枯殺剤は水平方向に拡散せず，切傷の

付けられないどんな小さな部分でも生き残って速やかに

カルスを形成させて立木の生存を助ける。これは大切で

ある。

(v)切付けは，枯殺剤が切溝に沿って流れないで低

い所から溢れるので，水平にすべきである。

(vi)枯殺剤のかんは土瓶型でなければならない。こ

れは蓋付で，横に把手が付き手を触れなくても容易に扱

えるような型がよい。注水には細い先端まで段を細くな

るようにし，切溝の中へ流れを向け，薬液の滴が作業員

の衣服の上に向かって注水口の下側を流れもどるのを防

ぐために，末端は下方へ曲げておくとよい。

(vii)注薬巻枯員にはそれぞれ薬かんを支給し，脱落

と時間の空饗を防ぐために，切付けたらすぐに注薬する

こと。切付員と注薬員の別々の群れが，待ち合わせねば

ならぬことを避けるのはほとんど不可能である。

管状立木で大きな根張りのあるものに対して十分な切

付けをするには30分かそれ以上の時間を要する。

(viii)切溝は一度だけぐるりと一回り薬液を注いで湿

らされる。薬液のわずかな流れは，その時注入する巻溝

のちょうど上方に向けられるべきで，薬液の滴が斧の切

傷の端に現われはじめたら十分に利用されることがわか

る。巻溝の下の樹幹に沿った大きな青い汚点は，必要以

上に薬液が用いられたことを示す。

(iX)幹椰子，たとえばbayaS,langkapなどは髄に

達する小孔またはV字刻承に切付け底を杯形にして，溝

中に小量の薬液を注ぎ込んで薬殺する。

(x)現在までに利用されている溶液の標準濃度ば，

水1ガ戸ンに1ポンドであり，6カ月で50～65％，1

年で75～85％を枯殺する結果になっている。水1ガロ

ン中に2ポンドとすることがもっと迅速に失敗なく枯殺

できるので，今ではよい方法と思われている。林冠をも

つと迅速に開放するには，二次林や雑樹種の種子が発芽

している間に，すでに地表で行なわれる更新林の成立を

可能ならしめる（山林局回章6/55)。亜砒酸ソーダは労

賃に比しなお安い（1ポンド53セント)，もっと濃い溶

液を用いてもエーカー当たり50～60セントしか費用は

増えない。伐採中あるいは，伐採後すぐ行なわれる完全

な注薬巻枯しは，現在の労賃でエーカー当たり7～10M

ドル（3～4人工）の間の費用を要する。

(Xi)亜砒酸ソーダが完全に溶解するまで溶液が撹枠

されたことを検査することが必要である。

"i)薬剤はきわめて速く吸収されるので注薬巻枯L

の間中あるいは，直後の降雨は実際には影響がない。

(xiii)亜砒酸ソーダの取扱いや使用に際して取るべき

心得は「マレー林業技術者」の指導書に示されている。

薬剤散布と散布器の使用

樹皮の薄い幼齢木は，散布実験中に枯殺され，植物枯

殺剤の基本的な散布使用法は，温暖地域のある広葉雑樹
種に対して好結果が立証されている。

現在のマレーの徴候を見ると散布法は，注薬巻枯しほ

ど効果的で，また，安価にいきそうもない．◎

巻溝切付けに用いられる亜砒酸ソーダの散布器の効果

が現在調査されている。

Bその他雑植物

雑植物，たとえば幹なし椰子，蔓茎植物やイネ科草本

への散布やその他の方法による植物枯殺剤の施用効果

は，森林保護の第4節と，有害植物の第44節に論じら

れている。ヨジノポリ植物のつる切りは第244節でいい

尽くされている。

（以下次号）

△▽．
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第17回林業技術コンテストの概要

昭和46年5月27日，東京営林局大会議室において行なわれた第17回林業技術コンテストは下

記のように14件の発表があり，審査の結果の報告と表彰は既報（6月号）のように本会創立50周

年式上で行なわれた。今月号では，発表の概要を紹介し，会員諸氏の参考に供することにしたが，

紙数の関係で発表者の日ごろの研鎖の一端を紹介するにとどまった。

発表課目｜氏名所発表
順位

1

1
属 ｜受賞種目 r

'| |蕊蕊艫本鴬赫扇鵬本営鳩七瀧鍾譽区主任〃〃吉無田製品事業所主任

|矢吹良夫前橋営林局福島営林署福島担当区主任
松下守夫前橋営林局富岡営林署種苗主任

佐原道雄，大阪営林局亀山営林署北製品覗業所主任

大仁後操〃〃生産係長

伐採前植付とトラクタ集材の連
挑作業実施について

5

2アカマツ1年生造林鍬の開発

3ヒノキ無床替育苗について

4繍士組の改善について(生産

日本林業技
術協会賞

＝

日本林業技
術協会賞

’
夕
つ
ク
に
ラ
携
卜
連
た
の
し
送
と
輪
盤
ク
基
シ
を
ラ
網
卜
路
と麓 林野庁長官

賞
須田邦夫｜帯広営林局陸別営林署勲称別製品事業所係員5

いて

スギポット造林技術開発試験天野正幸
6 （第2報） 長谷部計吾

7美唄式改良根切機について清野鉄也’
8機械化による新間伐の作業体系山田昭男

，|灘驚壮“樹からのｽギ挿木|川口雅司
,0繋黙蕊縄罷憾礎 木次寛
の考案について

''鵠編雑詠そによる新し平尾淳夫’
12ポット造林について稲葉定雄

13青森上(｢錦柱｣の製作について堺俊二’

'4釧難廷蕊'ﾈｯﾄ養苗|石井秀夫’

名古屋営林局古川営林署洞平苗畑事業所主任
〃〃 池本担当区主任

札幌営林局岩見沢営林署美唄苗畑主任

札幌営林局定山渓営林署小樽内製品事業所主任

長野営林局飯山営林署宮中苗畑事業所主任

艤灘技
曹野庁長官

長野営林局臼田営林署三川製品事業所主任

jEJII営林局羽幌営林署羽幌製品事業所主任

東京営林局水戸営林署笠原苗畑主任

青森営林局大畑営林署貯木場主任

秋田営林局合川苗畑主任

技

瞬

業
蛍
林
会
本
協
日
術ポット造林について

▲

’
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＜林野庁長官賞＞ 小型集材機とモリクレーンの2セットで実行し，全幹

材を路-上から引出し集材を行なった。

（2）生産性

（イ）道路支障木処理の労働生産性は,､7m3/人日で

あった。

（ロ）間伐木については，集材機で0.98m3/人日，モ

リクレーン0.95ms/人日であった。従来の間伐法によ

る生産性は，小型集材機67％，モリクレーン72％と低

下することが予想されている。このように中層間伐法は

生産性が30%向上し，一般材比率が高まり，売上高が

増大し,間伐事業の収益性が向上することになる。

（3）収益性

（イ）道路支障木の売上代金で路網ができ上がり，と

機械化による新間伐の作業体系 0

この間伐法は,林木の競争関係を応用した「中層間伐」

で高密路網を前提とし，高能率な伐木集材作業による経

済性の確保を目的としたものである。

（1）作業仕組

トラクタによる路網作設に併行して，機械による全幹

路上集材を行なう。

（イ）道路支障木処理と作道を1台のトラクタで同時

に実行する。作道は勾配6％以下とし，コスト低減のた

め凍結道路とした。

（ロ）間伐木の集材方法

－22－



の茎鯉蕊備により,機械による間伐や，きめ細かな施業，

管理が可能となり，さらには第2回目以後の間伐，主伐

では超収益の実行形態が期待できる。

（ロ）間伐木は小径低質材であったため，立木処分で

ほ価格が出なかったが,今回は下表のとおり収益率8％，

資材価率13％となり，収支差額3,005円で十分経済性

が確保された。
－面

蟇障欝
1，ラ

クダ

間伐 木
一
桐

，

計
イモ肌断面図の

一例
豊慰|泓多 じ／円円
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2，0851，879

882758

2，9672，637
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1071_10Z
1，4051'405

256256

13％13％
8651791
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-玩壼
－壺

2，198

335

’107
1－．‐-

1，405

256

12％
693

売上額"(ma当たり）

作道費

色

床権，雫井の竿嫁,玄関内部の飾り束,柱等に利用する。
製作方法は，初冬の樹液流動停止期間の11月ごろから2

月中旬までに伐採した原木に背割りを入れ，十分乾燥し
たのち，表面の葉皮を小刃で除去し，サンドペーパーで

磨きあげる。この時その美しい模様を磨きすぎないよう
にすることが大事である。

塗装はポリウレタン樹脂系塗料の合成樹脂で変色防
止，つや出しを行なう。

ヒバ間伐材の有利な処分という主目的のほかに労務者
の活用といった間接的効用も考えている。

塗 賛
2，2091，931

6121，217

労賃

燃料，部
品,その他
小計

作
業
饗

3,148

335

107

2，821

335

107
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販売経蟹

分担経盤

用
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256
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256
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865

命
り
（
ｍ
当
た
り
）

減価償却強

資材価
13％
865

1耐
'9％‘537

販売原価’5,580

益(m3当たり)8290
額(m3,当たり)2,844

5,787

77
433

2，959

＞＜林野庁長官賞
－－

収益(m3当たり）

収支差額(m3'当たり） 高密路網を基盤としたトラクタ作業

とトラック輸送の連携について

山元作業の仕組

（1）搬出路網の規格はトラクタ集材とトラック輸送を
併用できるものとし，各路線をエンドレスとして幹線林
道に接続し,ha当たりil24mの密度とした。

（2）土場は，路網沿線の平坦地で，蕗込み土場を作ら

ず’トラック輸送量の半日分(40m8程度）を収容しうる
広さとした。

（3）集材方法は，トラクタは路網と林内を自由に走行
し,土場に全幹材のまま搬出放置する。

（4）待機している造材手が造材する。

3,063

（4）問題点

造林木の間伐は，かかり木になるからそれの対策，残

存木の損傷防止対策が必要である。また集材機の移動時

間の短縮，積込時間短縮が大きい問題である。

＜林野庁長官賞＞
一

一

青森ヒバ「錦柱」の製作について

ヒバの樹皮は，スギハダ，ヒノキハダ，イモハダに分

けられ，この樹皮を磨き錦模様に仕上げて,床柱や落掛，
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|背わり｜表面吟味
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（5）巻立手は配置せず，玉切作業に支障ない程度に，

トラクタのドーザーで押し込む。

トラック輸送の仕組

（1）土場に放置されている素材の中から良質材の象を
積承込象，残存の低質材は人力とクレーンで周辺の空地
に概秋ゑし生産完了とする。

（2）最終土場に輸送された素材は，適正に仕訳，極積
詮して生産完了とする。

実行結果

（1）トラクタ1セット当たり2．5名減少できた。
（2）トラクタ作業量は通常20～25m8のところを,50

~60m3の搬出ができた。

（3）労働生産性は通常368m3のところを7.0m8と向
上せしめた。

（4）作業渋もmS当たり400円減少せしめた。
（5）巻立作業を省略して，労働の軽減と安全を確保し
た。

（6）落込土場をなくして支障木の発生を防止した。

（7）付帯作業がなく，労務を主作業に向けられた。
（8）トラック輸送の低質材との混材がさけられて，最
終土場での椛積象の能率が向上した。

（9）生産期間が短縮され早期販売ができる。
⑩トラックへの積込象は平担地で，足場がよく安全
であり，1回当たりの積込時間が短縮できる。
⑪積込作業のロスを解消した。

⑫溌終土場での良質材販売により，販売収益の増加
をはかることができた。

ー

美唄式根切鱗

（パイプスク

リニー型）

7

図，ロ，ハは取

りはずして利用：

する。

イ
へ

Ｄ
Ｕ
日
日

Q
『

Ｑ
Ｕ 8=8 9 f

､l･

イ根切刃刃の長1.55mj刃の幅0.20m,刃の厚1.80cmf

ロパイプパイガト径3,2cm,パイプ長さ1.55m

ハウエイl､装腫

二けん引ク

ホパイプおよびスクリュー取付装置

へスクリュースクリューパイプ外径3.2cm

〃長さ1.55m

ト円盤円盤外径12.0cm,円盤厚2.5mm

ほぐされ，苗木の抜取りが容易になった。

また，二次成長率については，従前と大差はなかった

が，その伸長量はよい成績であった。また重鎚,TR率,‐
根元径も従来のものよりもすぐれていた。
苗木生産澱は，2回床替5年生山行苗木と1回床替据

置苗木を本機で根切りをして，5年生で山出しした場合

の生産費を比べると’回床替の場合は約'/3の省力とコ
ストダウンになった。

また，根切りの’0万本当たりの功程経饗は，従来の』

ものの1/2となった。さらに，得苗率も現在より12%：
も上回った。

嵐
一

＜林業技術協会賞＞

美唄式改良根切機について ム
ヨ

翠

現在のホイルトラクタにけん引される直根切機はあま
り根切りの効果があがってないので，次のように改良し
た。

（'）美唄式改良根切撰I型（パイプ型）

従来の根切刃の15cm後方に地中で回転する径2cm
のパイプを取り付け，さらに作業中根切機の浮上を防ぐ
ため100～120kgのウエイトをつけた。
（2）美唄式改良根切機I型（スクリュー型）
これは植土のように堅くなるところの土壌をほぐし，
さらに苗木が大きい場合，根系の切断を容易にするため
I型のパイプに径12cmの円盤を取り付けた。
試用結果

パイプが回転し，堅い植土がほぐされ，通気性がよく
なり，根もよく切られた。掘取機としては，土壌がよく

＜林業技術協会賞＞

アカマツ1年生造林鍬の開発 0

アカマツ1年生造林は各地で実行され，きわめて好成

績をあげているが，これをさらに推進するために，直根

を曲げずに植えられ，効率的作業が可能で，しかも疲労

度の少ない器具として，現在の唐鍬に代わる植付鍬を試
作し，実験を重ねてきた。

この鍬は，唐鍬のように，手腕の作動によらずに，手

腕の操作と踏圧により容易に植穴を掘ることができるよ

うにした。

43年，44年の2カ年の実行結果をゑると，植付方法に

おいては，本植付鍬の三段差込植えが従来の唐鍬植に比

－塑一



②礫質土壌でも穴掘りが容易である。

（3）残積土等表土の少ない所，ササの密生地跡で，穴

掘りが有利である。

（4）植付能率がよい。唐鍬より1．5倍の能率である。

（5）操作が簡単で疲労が少ない。

（6）植栽木の成縦に差がなかったが，根が深く入って

いるため，寒，乾害に有効と思われる。

（7）唐鍬と値段は変わりないが，小型，軽量である。
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＜林業技術協会賞＞＝
一
一

作業仕組の改善について

（生産事業）

1-1菰亦､

－14．0－
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製品生産事業において，安全の確保と生産性の向上，

販売価格の向上をはかるため，事業所の現状分析を行な・

い，生産工程の中から問題点をとりあげ，これを解決す

るためには，作業仕組の改善が必要であるとして，トラ

クタをベースマシンとした作業仕組に改善し，さらに山『

元における盤台上の造材を廃止して，全幹トラック運林

を行ない，造材作業を最終貯木場に移した。

実行結果

（4）直接作業における労働生産性は，従来の作業仕織

に比して188％と大幅に向上し，副作業比率は2.7％減
少，生産速度は0.91カ月（40％）短縮した。

（2）生産コス1,は23％のコストダウンとなり約500創

万円(m3当たり845R)の節約ができた｡

（3）山元盤台では長尺材の採材がなかなか行なわれな

かったが，造材作業を般終土場に移すことにより，安全

性，能率性，製品の質的向上がはかられて，概算1,60

万円の増収を得た。また平均販売単価も，局平均よりも

26％上回った。また有利規格（3～6m)の採材率が5.6M
％向上し，単価において，4,014円の向上があったこと
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して155％と最も効率的であった。その他の植付法との

比較においても,本植付鍬が他の方法よりすぐれていた。

成長蛍については，特別の差は認められなかつ､た。

活着率は100％，根系状況は，直根がよく伸び，菌根の

着生もよく，健全な発達を示していた。

この鍬の利点は，

（1）植穴が真直ぐに深く掘られることであり，アカマ

ツの特性に合致し最適である。

一，

を

新作業体系の労働生産性の内容
一や

IB

～､息作業工程 全幹トラクタ集材 全幹トラッ
造材，巻立計

ク運材

摘 要|全幹伐倒
作業道作設’材’集種別

実行数量

主作業延日数
直

嘩
延

接全

作豊鍾,，
隙業篭程
労働生産性

計の実行量-1+1－背』と
した。

作業道の主作業日数はトラク
タの路体作設日数である。

5,896m8

2，155日

527日

2,682日

2．7xn3

2｡2m3

5,629m3

123日

822日

126日

948日

45．8nl8

6．8xn3

5.9m3

1,354m8

34日

108日

108日

39．8Xn

39．8In

12.5m

5,629m3

275日

275日

122日

397日
1台1日
20.5m3,

20"m,|5m3,4.2m‘’

6,096m3

702日

63日

765日

8．7Xn8

8．0日8

5,629m3

178日

356日

108日

464日

31．6xn3

ユ5．8]n8

12．1m8

作業条件

立木平均mS回り=0.199m"
ha当たり蓄積=296m3
林地平均傾斜＝26．
平均集材距離=約150m’ ’’
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＃ま，大きい成果であった。

今後の課題としては,次のことを検討する必要がある。

（1）作業道，搬出路の作設に伴う，林地保全対策の強
化

（2）部分的急斜地に対するトラクタ集材技術の開発

（3）重"機械，特にクローラータイプトラクタの足回
,り維持饗の低減対策

くその他＞

前記6点のほか造林関係の発表が「ヒノキ無床替育苗

について」「スギポット造林技術開発試験（第2報）

「高海抜壮齢母樹からのさし木苗養成」「ポット蕊苗と

造林について」「合川方式によるポリネット菱苗の事業

化について」の5点，集運材関係で「漸用集材作業にお

ける八ケ岳式架線方法および自動ストッパーの考案につ

いて」「変形スラックラインによる新しい樋付方式につ

いて」の2点，製品事業と造林事業の連挽作業に関して
「伐採前植付とI､ラクダ集材の連携作業実施について」

など計8点の発表が行なわれた。

○ヒノキ無床替育苗について

従来の2回床替3年生霞たは1回床替据置3年生山出

しというヒノキの養成期間を無床替育苗により，1年間
短縮し，コストダウンをはかった。
この方法により

（'）この無床替育苗法でも十分健全な山行苗が謎成で
きた。

（2）無床替苗は成長期間が長い。

（3）床替による苗木の損傷がなく，かつ床替の工程が
省力できる。

倒無床替苗は枝張りが良好で，根も細根があり良好
である。

（5）養成識もコストダウンできた。

（6）得苗率，山行率が非常によかった。
問題点としてば

（'）まき付床をそのま童利用するので，育苗に限界が
ある。

(2)ms当たりの仕立本数を検討すること。
（3）アカマツ．と同じく無床替の施業方法に改める必要
がある。

（4）まき付得苗数の検討の要がある。
（5）直根は根切りにより切断できるが，支根が長く，

根と根がから象あうので掘取りに注意を要する。
（6）跡地の地力維持，増進に努力がいる。

（7）山地植栽後の成績調査をして，床替苗との比較を
する要がある。

○スギボ，ソト造林技術開発試験（第2報）

44年度より本試験を実行しているが，第2年目の結果

として次のことを明らかにした。

（1）ポット造林については，積雪期を除き年間を通じ

て可能であり，特に適期外の活着および成長とも高率が

期待できて，植付時期の拡大が可能である。

（2）ポット直挿しについては,エクベ戸ン処理により，

得苗率の向上がはかられ，生産原価を20%低減した。

問題点として検討を要する事項

（1）ポット苗木の無処理越冬は，寒風凍結による被害

を受けるおそれがあり，その対策が必要である。

むしろ，越冬処理を省略するよう当年山出しがよい。

（2）本試験に鹿沼土を使用したが，高価であるから，

直挿しに適する安価な用土の開発が必要である。

（3）エクベロン粉剤のほかにエクベロン液剤その他発

根促進剤を使用して，直挿しに最も適したものを取り入

れることも必要である。

（4）ポット直挿育苗は事業的に可能であるが，直挿用

の深いポットによれば大苗の養成もできる。

（5）ルートポール形成の不完全ポット苗木は活着率お

よび初期成長とも悪く，特に寒冷積雪地帯の春山出ポッ

ト苗木を生産する場合は完全な苗木を計画的に生産する

必要がある。

（6）山地植付後の生育のすぐれた苗木の養成をする必

要がある。

○ポット養苗と造林について

(1jポットに用いる用土について

試験の結果，用土の進いによる差は認められないので

今後は，林地から採取したA・B層の土壌を主体として

使用できる見込歌を得た。

②プラスチックポットの構造について承ると，底穴

縦切込数は多い方が，結果がややよい，また底穴に，グ

リーンファイバー，ジフィー，ボール紙などを置くとよ

い結果が出ている。

（3）山元に垢ける蕊苗

利点としては，山元までのポットの運搬費が省けるこ

と，ポットを土中に埋め込むため，乾燥に耐え，水分管

理も省ける。配置台もいらない，苗畑の土壌が他に持ち

出されない。苗木が山元気候になれる。プラスチックポ

ットは損傷が少ない等があげられる。

（4）ポット運搬について

ポット造林の大きな問題点は運擬である。ポットのま

ま移動するので，1本当たりの容積が大となり，取扱い

が不便なうえ運搬量が減少し，コスト高となる。

これを解決するためにプラスチック製のピールケース

を開発し良好な成果をあげた。
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区分規格価格薪雪6ton弾当耐用
たり積載量年数積込鐘

プラスチック製c、円本箱本年
ポット輸送箱35×40×401600342408,1603

"lcm円本箱本年
ピールケース45×37×3150204629，2405

（'）組立てが簡単で使用地点に確実にセットできる

（2）支障木が少なく，保残木，稚樹の損傷が少ない

（3）副作業が省力できて，経我の節減ができる

（4）引止索により主索が引き下げられることがない

（5）他の架線方式，その他種為の場所に取付け使用す

ることができる

○変形スラックラインによる新しい樋付方式について

集材本線はエンドレスタイラーとし，土場付近の主索

の高さは40m以上とするがゆえに，本柱の位置の選定

を十分考慮する必要がある。

祉付線は，土場に樋付線の主索となるワイヤロープの“

両端をスタンプに固定する。

この方式によって祉付線，架線撤去作業は，従来の方

式の約10％で可能である。

樋付作業は枇付サイクルに無理がなく能率的であり，

従来方法より30～40％の功程アップとなる。

経済性については，滋付架線用ワイヤロープその他の、

資材が少なく，従来方式の25％程度の澱用であった。

樋付作業の承の労賃物役費合計で従前方式に比し56％

となり，46％の経費の節減ができた。

○伐採前植付けとトラクタ集材の連携作業実施について

伐採と造林とが有機的なつながりをもちながら，た力こ

いにその事業にプラスし，林地の有効利用と労務の通年

化を考えて実行したのが本実験である。

伐採前植付けに関しては他にも多くの試行例を見る

が，この実験の大きな特長はツリーモンキーによる事前

の枝打ち（従来の伐木工程の枝払いに当たる）を行なう

ことである。これは3人一組で2台のツリーモンキーを

稼働させるが自動機械を駆使することによって，振動機

械時間規制による作業の停滞をなくし地栫えを不要にす‐

る等の効果がある。

枝打ちの後，立木の根際，切株の傾斜上方と下方，ま言

たこれらのない所は普通の状態でオーガーを使用して上．

ノキのポット苗を植え付けた。活着は100％であった。

ポット苗木の上層部を足かクサビでおさえて伐倒を行

ない，既設の林道と作業道を集材線に仮定して，1，ラク

ダによる集材を行なった。伐倒による苗木の損傷は皆無言

であったが，集材時の折損，亡失等が5％程度あった。

損胸の程度を見るため，切株の上，下に植え分けた結果

は上方の被害が圧倒的に多かった，また保誰物のない林呈

地面に植えたものは平均損傷率の5％を下まわった。

実験方式の功程を現行方式と比較すると,ha当たり，

人工数は植付け，集材は同じ，伐倒は10入滅，植穴掘り・

は2.2人減であるが，枝打と枝条除去の功程が（+）ど

なり，全体で14．3人増となっている。

○合川方式によるボリネット養苗の事業化について

ポリネットの問題点として，開閉に手間がかかりすぎ

ること，温度調節，潅水が手おくれになる。また，昼夜

をC､とわず巡視しなければならないということがある。

この2点に焦点をしぼって，ポリネットの開閉を最大限

に容易にするよう下記のようなことを実行した。

（1）ポリネットの一端を固定し，もう一端は角材の重

鎮でつり下げた状態となるが，風に対する抵抗は，主風

の方向に正しく設置すれば予想以上の効果がある。

（2）ポリネットの開閉は，ポリネット内地表温度が

30｡Cを越える状態のとき実施した。開閉に要する人手

もごくわずかであった。

○高海抜壮齢母樹からのさし木苗養成

耐雪耐寒性優良スギを選抜し，この増殖をはかるた

め，高海抜地域に生立する壮齢造林地の中から抵抗性お

よび形質のすぐれた個体を選抜して，さし木苗養成を行

ない，耐雪性スギ造林への苗木供給を図るためにさし木

苗養成を行なった。

その結果は，発根率は平均34%§であまりよいとはい

えない。蕨糖処理すれば藍50％程度の発根率が期待でき

るのではないかと考える。

従来から壮齢母樹のさし木は発根率が悪いとされてい

たが,蘇糖あるいはI,B,Aを使うことによって，高

海抜地の優良母樹からのさし木苗義成も可能であると判

断される。

○「漸用集材作業における」八ケ岳式架線方法および自

動ストッパーの考案について

漸用作業の集材にあたって，短スパンの箇所には「八

ケ岳式架線方式」を，また長スパンの箇所には「自動ス

トッパー」を考案して，成果をあげていた。

本架線方式の利点は，

（'）使用器具が少なく，主索が14mmであり，取扱

いが容易である。また主索のスタンプ，ヒールの組立て

がないので架線が簡単で'他方式と比べて作業功程が37

％ですむ

⑫）器具が少なく経費が節減できる

（3）支障木が少なく，保残木，維樹の損傷が少ない

（4）吊荷が高くなり，功程があがる

次に，自動ストッパーの利点は，
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図…図…回…圏
もっとも，ただ非難するのはやさしいが，農政に限ら

ず，政治は元食至難な業であることを忘れてはならない

だろう。なぜ政治が至難な業なのか。いろいろに見られ

ると思うが，政治がすぐれて先見性を必要とするもので

あるのに，それが人間にはきわめて困難であるというの

が一つの原因であるとしてよいと考える。どこかの国の

自党はもとより反対党も，大政治家一つまりは最も先

見性を持っているはずの人一一としてのその死を惜しん

だ人さえ，〃政治のことは一寸先きは闇ですヨ"を口癖に

していたというのがよい証拠である？いや，政治に限
エピメテウス

らず，人間，し旗せんは後見的でしかありえないこと

は，ずでに大昔のギリシャ人の教えるところだといって

もよいのではないか。

むろん，先見の明を誇るというようなこともいわれ

る。しかし，人間の先見性などというものは，あるにし
あと

ても，しょせんは後から見ての話なのではないか。少な
てい

くとも時代を先取りする態の先見性は神のものとした方

がよさそうに思う。

毒舌有用〔28〕

まつしたきく

松下規矩

揃林試・東北支場昂

屯

研究の先見性ということ

このごろ，埜礎研究の必要も，研究がすぐには役に立

たぬものであるということもわかるが，時代の変化ない

し要請に即応した，むしろそれを先取りするような研究

もして，研究の側から行政を引張っていくようにしても

らいたいというような発言が，行政の側からなされるの

を聞く。農政不在などといわれるおりから，無理もない

注文とも思われるが，何か虫のよい注文とも思われる。

夜

▲

静”子″"々ｿ”"々ソ…々ゾヤ毎ちり可渥"~ヂ秘”′“”"＝ﾉ戸存~千唖宅守舜"”F＝グーや~~“〃“…患””〃”〆"ﾉ域ﾉ守唾も毎／盈必”′宇凌〃"毎〃"筏”ゾータア”毎久”f”〃＝ソ伊

いて，観光事業の対象地として見なかったが，今日のよ
林間漫語〔18〕

うに，観光ブームに沸き，レジャー産業が大きくクロー

ズアップされるような時代となると，民間企業を真似る

ほったしェうじわけではないが，今後はさらにいっそう観光方面に力を
堀田正次

注ぐべきであろうと思われる。
（三菱製紙噸§)・取締役）

わたくしは個念の観光会社の経営内容については承知

していないが，経理内容もよく，将来性のある会社も多
国有林と観光

いと聞いている。

近ごろ’テレビのコマーシャルで，ある観光会社の別ただし，林野庁が，いくら観光条件のよい多種多様の

荘地の売込承に，横綱大鵬が登場してくるのがあるが， 土地を広範囲にわたって所有していても，これをいかに

．わたくしは，その広告の現場に行ったことはない。経営し，発展させてゆくかの，能力ある人材がなけれ

仮に行っだとしても，おそらく「何だこんな所だったぱ，どんな好条件でも成功するとは限らない。

のか」と期待ばずれで，落胆するに違いない。わたくしの家に豪華な別荘地や分譲地やマンションの

なぜならば,わたくしは学窓を離れて，林業官庁に勤案内状が数多く舞い込んで来る。

錘ること28年，この間，北は利尻島礼文島から南億屋封を切って，チラシとながめて，ボンと紙屑かごに投

久島に至る広い範囲にわたって，人跡未踏ともいわれるげ捨ててしまうが，世の中にはわたくしのような不心得

原始林や，風光明媚な景勝地を嫌というほど見てきていな人ばかりでなく，この宣伝広告に飛びつく喪産家や投

るので’その面ではしろうとではないと自負しており，資家があると見えて，送られて来るカタログはいつこう

よほどのすばらしい景観に出くわさない限り，驚かないに減りそうにない。

修練は菰んでいるつもりである。仮に国有林の，％の面積を所有する民間の不動産会社
林野庁は，大部分の国民の知らない，すばらしい景勝があったとすれば，この民間企業はどんな経営をやるだ

地を数多く所有しているが，それを積極的にP.R.したろうか。

仁とはない。おそらく，林野庁が考えている数百倍の宣伝饗を先行

林野庁は，国有林を林業を経営する対象地として見て投資して，観光に住宅建設に，土地分譲に，その他不動
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もっとも，その’神の先見性を，ちょうどプロメテウ

スが神から火を盗んで人間のものとしたように，われわ

れのものにしようというのが，このごろ登場してきた未

来学とかいうものかもしれない。神のものを人間のもの

にするのが科学の役割とすれば，来たるべきものが来た

ということにもなろうか。ただし，食わず嫌いのせいだ

ろう，私は未来学などというものをあまり信用できな
い。

あと

それはともかく，後から見ての先見性なら歴史の上に

いくらでも見られることであり，つまりは人間に許され

ていることとしてよいだろう。とすれば，大政治家にと

ってでさえ闇である未来を先取りするような研究をする

ことに思いわずらうよりは，今日ただい烹最も本質的と

思われる課題に取り組む方がましとも思われるわけであ

る。本質的なものは，たとえ今日は必要とされなくと

も，いつかは必ず必要とされるはずだからである。ただ

し，厚承と幅のある課題に，厚承と幅のある仕方で取り

組まなければならぬと思う。真理の探求だの，真実の発

見だのど力んで承ても，些末な事がらに些末な仕方でか

かずらっていたのでは仕様がないと思う。

問題は，何を本質的なものと見るかにあると思う。こ

れもむずかしく考えればきりがないと思うがjそれ朧専

門家にお願いすることとして，私としては，思弁と実践

のなかから直観的につかむより仕方がないもののような

気がする。たとえば，同じことなら，労力不足とか高賃
●■●

金とかにかかわらず，ヨリ少ない労力でやるのが本質的

な課題であることは確かなことだろう。とすれば，いわ

ゆる省力林業技術の研究は，本来，だれかが手がけてい

てしかるべきものということになろう。そして，不断に

そのような研究の積重ねがあれば，省力の必要がことさ

らに顕現化したさいに，多かれ少なかれただちに，ある

いは研究の上で有効に対応できることになり，つまりは

先見の明があったということになるのだと考える。そし

て，そのようなのがいわゆるむだな研究が必要というこ

となのだと。
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産売買を対象としてのP.R.を行なうであろうことは容

易に推測できる。

林野庁という官庁が民間会社のように自由奔放に活動

できない制約が数多くあり，民間と同一視することはむ

‘ちゃであるとしても，現状のままでよろしいということ

‘にはならないと思う。

林業技術者はあまりにも優秀なる景観地を数多く見す

‘ぎているために，観光会社が鉦や太鼓でP.R.している

ような所は，ありふれた，平凡な，魅力のない景観とし

か考えていないのではなかろうか。

退官して，さて自分の家の土地を探すときに，ばかみ

たいな土地ですら，ばか象たいな価格を出さないと買え

.ない現実にブツかって初めて，現実の社会のきびしさを

知り，寂しい,心細い気持になった人も多いことと思う。

国有林の土地利用について，特に国有林の観光的活用

について，国有林の現役の人は考えなおしてほしいもの

だと思う。

新聞

わたくしは朝寝坊である。したがって起床してから家

を出るまでの間に新聞をゆっくり読んでいると遅刻して

しまう。

大急ぎで，大きな活字の所を拾い見る程度で，読むと

《いうところまでいかない。

ゆっくり熟読できるのは日曜日と休日だけである。

通勤時間ば満員電車の中で立読承することも容易なこ

とでないので，スポーツ新聞を買って拾い見るのが関の

山である。

会社で勤務時間中に，退屈する時もあるので，会社で

購入している新聞を読もうと思えば，読めないこともな

いが，だれも新聞を開いて，呑気そうなポーズをとって

いる人もいないので，気がひけて，熟読する環境ではな

い。夜，自宅では夕刊を見るのが縞一杯で，朝刊を読象

なおすことはほとんどない。

結局，わたくしの長いサラリーマン生活で，新聞をゆ

っくりと時間をかけて読んでいない経験が習慣となっ

て，新聞とは拾い見るものであるということになってし

まった。

将来，失職して一日中家でプラブラするような生活に

なって，精読する時間的余裕があっても，今までの習慣

どおり朝刊は拾い見る程度で終わるのではないか。

新聞の連戦小説を今日室で一度も読んだことがないの

は，わたくしだけだろうか。

このような習慣をなおすためには，朝寝坊の習慣をや

めなければならないが,朝寝坊の習慣は,死ななければ，

なおらないであろう。
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林業技術の本質

一趣味の林業と技術の林業一

なかむらけんたろう

中村賢太郎

（東京大学・名誉教授）

黒川任之氏ば「三一Pシバの林業と日本の林業」（長

野市の林業経済新聞社発行）で，西ドイツの営林署長は

永年勤務のために趣味の林業になって，わが国における

技術の林業に劣ると決めつけ，日本の国有林は造林技術

とその組織管理が西ドイツよりもすぐれていると主張し

ている｡

工場生産品である機械およびその部品は，厳密に同一

規格であることを必要とするから，同じ会社ではどこの

工場でもまったく同一の品を作らなければ失格である。

しかしながら林木では同齢単純林でも個体差がはなは

だしいため，間伐木の選定には樹型級別が重要視されて

いる。

たとえ遺伝子に差がなくても，わが国の森林のように

地形の変化が激しくて林地の生産力が局部的に違う場合

には，生育状態に差ができるのは当然であって，すべて

の立木がまったく同一である植栽林は存在しない。ドイ

ツのような地形でも，同齢単純植栽林で樹型級別を必要

とするのはもちろん，特に天然更新は画一的に実行でき

るものではない。

フライプルクにわたくしが滞在したころ有名になって

いた喫形傘伐法を見るために，ランケンプラントのエー

ペルハルト署長をたびたび訪問して，選木法を見学した

が，実際には稚幼樹の育ち方を主として伐採木を選ぶた

め，櫟の中心線がどこにあるかわからない場合があっ

た。

これに反して，隣接営林署では模形更新面は標本的に

はっきりしていたが，稚樹の発生成長が十分でないのが

普通であって，天然更新は机上で考えるように画一的に

は実行できないことを痛感した。

そのころバーデン州山林局長フィリップ氏は喫形傘伐

法の熱心な信者になっていて，経営計画図に模を記入し

ないと経営案が認可されないといううわさがあったが，

これに反対している営林署長があった。黒川氏は西ドイ

ツの営林署長にこのような傾向があることを非難される

が，どの作業法が最適であるかは簡単に決められるもの

ではなく，国境を越えると隣接している営林署でまった

く違った作業法を採用している例があるため，経営方針

が国境線で変わることを批判する学者があったが，黒川

氏が主張する技術の林業は政治的になる危険がある。

わが国の営林署長は黒川氏が期待するように，伐木や

造林を林野庁や営林局の指令どおり忠実に実行するとし

ても，施業計画そのものがつねに完全無欠であって最高

の理想であるとは限らないことは，昭和初年における1

年生造林や秋田局のスギ天然更新などで立証されている

し，近年は大面積皆伐を強行して治山治水・風致観光な

どについて批判を受け，局所環境の変化によって造林不

成績地ができやすいことを考慮すると，わが国の林業が

西ドイツよりもすぐれているという主張には疑問があ

る。

森林の実際を知らない林業技術者は，リモートコント

ロール式に伐木や造林を実行せんとする傾向があるが，

実際の森林は環境詣よび立木状態とも局部的変化がはな

はだしく，樹木の生育状態におどろくような大差がある

から，少なくとも造林保育は斉一に実行すべきでなく，

黒川氏の主張するような上司の命令を忠実に守る技術の

林業は，実際庭は技術不在の政治的林業になって森林を

荒廃させる不安がある。

国有林経営の最高責任者は林野庁長官であるとして

も，伐木や造林などの実行は営林署長が責任者になって

上司の命令を尊重しながら，実際の森林に適する合理的

施業法を考案すべきで，もし机上の計画どおり実行する

ならば営林署長は技術者であることを必要としない。

林業関係者は林業技術の本質を再検討することが重要

であって，工業技術のサルマネをしてはならない。

盲目的技術におぼれる政治的林業は破滅のおそれがあ

るゆえ，林業を振興するには優秀な営林署長を永年勤務

として森林愛護の責任を持たせることがもっとも重要で

ある。

林野庁業務課では，「国有林は世人がいうように切り

荒らしてはいないし，造林成縦は近年すばらしくよくな

ったから，心配ご無用である」というが，これに反する

惰報が全国各地から伝わってくる。成長量の1.8倍とい

う伐採量を減らすことは当然であるし，収入確保のため

の伐採をかたく慎承，造林成級を向上させ，伐期齢を高

くして価値の高い美林をしたてて森林の公益的効用を発

揮させることが林業技術者の義務であって，森林の愛護

が林業技術の基本である。
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術文化の進展にもゆゆしい影響を与えることになると考

えられる。

そこで去る5月1日，冒頭の3項目を首相に申入れた

のである。

l.国立大学教官ならびに研究公務員の待遇改善につ

いての人事院総裁への申入れ

1．実験施設のオペレーター，図書関係職員あるいは

実質的に教育・研究にたずさわっている教務員な

ど，研究の補助的職員の格段の待遇改善を図ること。

2．大学院関係教官(助手を含む)の調整額を引上げ，

その枠の拡大を図ること。

3．教育職の初任給を大幅に引上げ，初任給調整手当

を本俸に組入れ,その系別格差を解消し,額をいっそ

う引上げ，教育職3等級の定数をふやし，助手の昇

格を容易にすること。中堅層の給与のいわゆる中だ

るゑを是正すること。なお，勤務年数・在級年数に

比し昇格が著しく遅れている者の待遇改善を図るこ

と。

4．教授などの指定職乙の枠を大幅に拡大すること。

指定職甲への渡りも容易にし，給与の最高額を引上

げること。

5．行政職俸給表の適用を受けている者で研究ならび

に研究補助的職務を行なう者の待遇改善を図り，ま

た，研究手当ないし学会出張旅賛のごときものを配

慮すること。

6．研究職3等級以上の上位定数を大幅にふやし，研

究補助職から研究職4等級への昇格を容易にするこ

と。

7．研究職の給与は教育職俸給表（一）な承とし，当

面特別調整額は，その額を引上げ，適用枠の拡大を

行なうこと。

8．研究機関において適時・適切に新規学卒の研究者

の採用を行ないうるよう研究職採用方法の改善につ

いて考慮すること。なお，大学・研究機関における

図書館職員，その他研究補助的職員の採用方法につ

いても同様に適切な考慮を行なうこと。

9．研究所長などは全員指定職に格付をし，甲の枠を

広げること。研究部長へも指定職の枠を拡大するこ

と。

10．住宅手当は実情に即して増額し，その支給対象の

拡大を図ること。なお，研究者にふさわしい公務員

住宅の飛躍的な増設を図ること。

以上10項目を6月中旬に人事院総裁に申入れることに

なった。

いまやわが国が科学・技術の独創性に満ちた開発，調
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わたくしの属する「科学者の待遇問題」委員会の提案

に基づいてとりあげられた首相および人事院総裁へ申入

れた二つの内容を紹介してみたい。

l.国立大学・国立試験研究機関等の定員問題につい

ての首相への申入れ

1．国立大学・国立試験研究機関等の教官・研究員お

よびその他の職員に対する定員削減は行なわないこ

と。

2．これらの機関における定員外職員の定員化を図る

こと。

3．定員外職員は，もしなお存続するとすれば，その

待遇の改善を図ること。

昭和44年4月の学術会議の総会はいわゆる総定員法案

に関する声明を行なって，同法の実施により研究・教育

そのものの体制と運営に多大の支障を生じる危険性があ

ることを指摘したところであった。その後の事態は，こ

れが杷憂でなかったことが明らかになった。

欠員不補充，全体としての定員圧縮というきびしい定

員管理政策は，研究・教育規模の巨大化・複雑化に対応

できなくなってきた。すなわち，実験設備のオペレータ

ー，図書関係職員など，研究・教育上不可欠な職員の定

員不足から大量の身分不安定な定員外賊員，とりわけ常

勤的非常勤職員を生み出すなど，深刻な事態に発展して

いる。

ところが，政府は昭和45年8月25日の閣議決定で「公

務能率の向上と行政コストの増加の抑制を図るため」と

の理由のもとに「現行の定員削減措置に引き続き，新た

な定員削減計画を策定」するものとし「非現業の一般の

職員については3年間9％程度を目途に削減することと

し，その他の特別の配噸を要する職員を含め，非現業職

員全体として3年間に5％を上回る削減」を行なうもの

とするいわゆる第2次定員削減の意思を表明した。もし

この構想が実施されると，国立大学・国立試験研究機関

等の研究・教育上に及ぼす支障は重大であり，わが国学
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和ある発展を図ることがなければ，外国のそれから大き

く引離され，しかも科学・技術諸分野間の不調和やひず

ゑはますます増大してゆく危険がある。科学・技術の独

創的開発と調和的発展を図る上で重要なことは，それに

従事する科学・技術者が生活条件・身分保障の配慮がは

らわれ，真に働きがいのある研究条件におかれているこ

と，そしてしかるべき待遇を保障されることが必要であ

る。

ところが，科学者の待遇に充当されている経費は欧米

のそれに比して低い。また国立大学・研究機関等の職員

は，大企業の研究所に従事する職員の給与に比して相変

わらず低い。特に，たとえば研究に要する書籍・実験資

材，調査等の必要経費がかさむこと，また教官と学生と

の人的接触の重要性など研究者・教育者の職務上の特殊

性を考慮し,この際給与のいっそうの増額が必要である。

このように給与が低いの象なら寵昇格昇給の取扱い

にひずふが各方面に現われてきている。研究公務員や行

政職にある技術系職員に上位定数が少ないための頭打ち

が多くなってきている。このことは，もはや職階制自体

を再検討すべき時期にきていることを示している。研究

公務員特例法のごときが検討されねばなるまいという見

解にたっている。しかし人事院勧告を前にして，当面申

入れなければならない事項を前掲のように整理したわけ

である。

るいは個体）が発見しにくいことがわかる。また，タマ

バエによる被害は，一般にはスギ苗を造林地に定植した

あとで現われる。したがって，定植前の苗のステージで

抵抗性が検定できれば，その後の造林に大変好都合であ

る。そこで筆者はまずタマバエによるスギの被害の発生

しやすい条件と，定植スギ林におけるクローンによる抵

抗性の違いを調査し，その結果に茎づいてスギ苗の抵抗

性を早期に検定する方法を考えた。

本調査にあたりご指導いただいた元東京大学教授，渡

辺資仲氏,ならびに西口親雄教官に厚くお礼を申上げる。

I.被害調査

（1）林縁からの距離と被害の関係一実生スギの造林
地の場合一

調査一1

東京大学千葉演習林内では，庇陰下のスギはほとんど

スギタマバエの被害を受けていることが観察されてい

る。そのことから，林縁から離れるにしたがって被害度

が異なるのではないかと考えられたので，次のような調
査を行なった。
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スギ抵抗性の検定法
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はじめに

スギタマバエはスギの新葉，特に芽の部分に被害を及

ぼす｡その結果，新芽の部分が変形あるいは枯死するの

で，生育が著しく害される。ところでスギ品種の中に

は，タマバエの被害を受けやすいものがある一方，非常

に強いものも存在することが知られている。しかし，い

ままでに報告された，スギ造林地での被害観察記録を調

べて承ると，被害を受ける品種あるいは受けにくい品種

が，地域によって必ずしも一致しない。このことから，

造林地での被害観察からだけでは，真の抵抗性品種（あ

､1bI 191 ＄勢お型

難寓葡勧

図－2林縁の母樹と30m離れた母樹の被害度

図一1のように，50年生のスギ林分の林縁にそって植

えられた15年生の母樹列と，林縁より30m離れた同

齢の母樹列それぞれ40本について,ｽギﾀﾏバｴによる

被害程度を調べた。

調査方法としては，各母樹ごとに樹冠の半分から下の

－32－
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東，西，南，北面の枝をそれぞれ1本ずつ切りとり，葉

蹴を測定した後に被害芽数を数えた。被害度は，単位葉

鉦あたりの被害芽数で表わした（以下同じ)。

結果は図－2のとおりで，林縁に近い列のほうが被害

が多かった。

調査－2

さらに別の調査として，40年生のスギ林分の林縁にそ

って植えられた15年生の母樹列と，林縁からそれぞれ

30m,および60m離れた二つの場所の母樹列から6本

ずつ伐倒し，全葉量を測定した後に被害芽数を数えた。

結果は図－3，4，5に示す。この場合も林縁に近い母

樹ほど被害数の多いことが認められた。
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図－5林縁より60m離れた母樹の被害度
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＝ 峨

叫
心
阿 被害度の違いが見られた。またアオスギ，アカスギ，ア

オバをのぞいて被害は樹冠の下部に多かった。菫た，20

年生のクローン造林地での調査も，ほぼ同じような結果

であった。すなわち，図－7，8に示されているように，

2，3のク戸一ソをのぞけば，被害は樹冠の下部に多い。

また，クローンの間に被害差が認められた。

調査－2

以上のように樹冠の下部に被害の多いことから，さら

に9クローンについて，樹冠を高さ別に3等分し，各部

分の南，北面の枝2本ずつを切りとり被害数を数えた。

結果は図一9のように，この場合も樹冠の下部に被害

が多く，方位別では陽光量の少ない北側の枝に多く被害

が見られた。

ll.庇陰下植栽によるスギ苗の抵抗性検定

以上の被害調査の結果から，スギタマバエによるスギ

４
３

■

｜| J導1
局6‘134．135

名 ｡

1356， 134． 135．

桂背鹿 燗/10屑

図－4林縁より30m離れた母樹の被害度

（2）樹冠の部位別およびクローン別の被害度の違い

一スギクローン別の造林地の場合一

調査－1

40年生のスギの12のクローンについて，樹冠（長さ

15m)を高さによって2等分し，それぞれの部分から3

本の枝を切りとって被害芽数を数えた。

結果は図－6に示されているように，クローンの間に

－33－
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図－7樹冠の各部位の被害度

恥(】0遇8
，

J

０
０

-通株地
?、

1

伽/1伽1

30

郁
郁
ｒ
ｋ
涯
睡
州
側
唾
二

５

３

鞍
答
腫

0

郡

０
胴
眼

句
●

純
者
噴

1

O卜

｜
■

1

'iIIIIIIMI|I||IIIIIIIIII
５

アヤホアホヒイウナクミアサグ
イ
リ
４

中
ン
〃
口

Ｉ
ふ
ヤ
マ

ｔ
〃
氏
下

リ
メ
ン
ト
サ

ン
プ
ス
ギ

オ
パ

ネ
ヤ
マ

γ
ヤ
八
ド

似
子
飢
蹄

ゲ
マ
メ
ギ

レ
戒
ハ
う

す
シ
プ
バ
ギ

ア
ヤ
狭
乎
《
た
分
》

ヤ
ブ
少
グ
リ

カ
言
ス
ギ

丁
イ
ォ
イ

松
下
１
器

催
下
２
斗

珊
力
異
ギ

ブ
ク
グ
リ

ダ
リ
マ
キ

ヤ
ー
チ
↑

ク
ｆ
ｌ
寸
珍

Ｑ

ウ
ゲ
セ
パ
ル

ッ
パ
リ

吻
ウ
グ
イ

ク
ロ
コ
評

小
ヅ
カ
暇

フ
セ
パ
ル

オ
ス
ギ

カ
ス
ギ

ン
ス
ギ

ンロ

ゴス

ウギ

シ
勺
ン
ロ

〃
ス
韮

《
幸
号

図－8樹冠の各部位の被害度

の被害は庇陰条件下で多いことが明らかになったので，

庇陰下にスギ苗を植栽してクローンの抵抗性検定を試承

た。

すなわち，40年生のスギの14のク画一ンについて，さ

きに造林地での被害度を調べておき，さらにそれぞれの

母樹から仕立てた3年生さし木苗をカシ林内に植付け，

林内という庇陰条件下においた場合の被害度と比較し

た。

植付けは1966年3月に行なったが，その年の12月に

はすでに被害発生が見られるようになった。

図-10から明らかなように，造林地での被害度と林内

庇陰条件下での被害度は必ずしも一致しない。またこの

図－10造林地と庇陰条件下での被害度の比較

他に，抵抗性の強いといわれる抜川スギもこのような状

態におくと被害度は著しくふえることを観察している。

したがって，たとえ，造林地で被害が少なくても，林内

庇陰下で被害の大きいクローンは，真の抵抗性とはいい

がたい。チリメントサやサンブスギのように，造林地で

被害が少ないだけでなく，林内庇陰条件下に植付けた場

合でも被害の少ないクローンは，真の抵抗性をもってい

る可能性が大きい。したがって，林内の庇陰条件下に苗

を植栽してスギタマバニによる被害度を調べるという方

法によって，真の抵抗性の検定ができるのではないかと

考えられる。

ざ

－34－
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第1図広葉樹林の分布

860万ha)であった。このほぼ51%は北部に,45%は

南部にあり（第1図)，残りの4％は西部，主として西

部オレゴン，西部ワシントン，中央ロッキー山脈各州に

ある。東部広葉樹林種は面積で東部用材林の約70％,全

国用材林の半分を職成している。

東部の広葉樹林種はおびただしい用材樹種を含んでい

る。合衆国の森林調査統計では，これらの樹種は六つの

おもなタイプに区分されている（第1表参照)。

第1表東部諸州の主要広葉樹用材林種

アメリカ合衆国の広葉樹資源

これは合衆国山林局のD.HairとB.Spada(林業

経済・マーケティング研究部）が1969年FOAの機関

誌Unasylva第23巻(2),(3)に再掲された「合衆国

における主要熱帯広葉樹」に関する報告に基づいて公表

されたものであり（同誌第24巻99号，197の，以下は

その全文である。

1．緒言

最近の資料を分析すると，合衆国における広葉樹林の

状態は主要樹種についても主要生産地域においても増進

している。たとえば用材林蓄職調査では'68年は'63年

を5％上回り，′53年よりは14％増となっている。ノ67

年における製材適材立木(sawtimbersizetrees)[注〕の
年成長量は17,500百万ポードフィート（以下m.b.fと

す，413万ma)と見積もられ，伐採量13,400m.b.f.

（316万m3)を上回ること31%である。

〔注〕胸高直径11インチ(28cm)以上で製材用丸太1本以上

含むものの立木総利用材積をいう。

これは合衆国の広葉樹林が森林管理と利用改善の強化

を期待しての，増大する伐採水準をささえうることを示

すものである。

今後･10年間は広莱樹製材の追加需要とベニヤ・合板

需要の若干を国内森林資源からまかなうことができそう

である。しかし，10年を越えると，広葉樹製材，ベニ

ヤ・合板の需要は供給を急激に上回って上昇する見込承

なので前途は必ずしも保証されていない。そこで合衆国

はおそらくラテンアメリカ，アフリカ，アジアの熱帯広

葉樹林に良質な広葉樹材供給の資源を求めなければなら

なくなるだろう。

だが，合衆国の広葉樹林は集約な管理のもとで数10年

間需要計画に見合うだけの広要樹材を生産する能力をも

つと考えられている。

2．広葉樹林の面積

′67年ではアラスカ奥地を除き合衆国における広葉樹

用材林種(foresttypeS)は約269百万エーカー(1億

母

一

｜面 積東部広葉樹林種グループ

百万ha
（46.9）

（15.3）

（13.句

（10.9）

（9.6）

（8.3）

(1045）

百万エーカー
オーク・ヒッコリー．．…・・・・．116.0

オーク・ガム．サイプレス．．．37．8

メープル・バーチ・ピーチ…．33．3

オーク・パイン.．．………．．27．0

アスペン・バーチ…．…・…23．7

エルム。アッシュ・＝トソウッド20．4

合計258.2

嘩者注〕この表の東部諸州は第1図の北部と南部を合わせた
ものである。

3．広葉樹林の蓄積

'68年1月1日現在，広葉樹林総面積は207,500百万

立方フィート（以下m.c.f,58億7,600"mりであり，
それは487,000m.b.f.(1億1,490万ms)の製材適材

f、NORTH(北部）
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立木を含む。第2図のごとく約54％は北部，36％は南

部，10％は西部である。広葉樹林の約70％は農地およ

び種燕雑多な私有地にあり，他の14％は林業者所有で

ある。残りの16％は国有林と他の公有林（おもに州・

郡有）にほぼ均等に区分せられている。

大径・良質の丸太はほとんどの広葉樹種から生産され

るが，しかし若干の優先樹種(prefenPedspecieS)はキ

ャビネット，羽目板，家具など材質または材面の重要視

される材料の大部分を提供する。一般にこれら用途に向

く優先樹種はより抜きのホワイト・レッドオーク，イエ

ローバーチ，シュガーメープル，スウィートガム，イエ

ローポプラ，アッシュ，ブラックウオールナット，ブラ

ックチェリー等である。これらより抜きの樹種は'68年

の合衆国における広葉樹林総蓄積のほぼ3分の1を占め

ている。残余の蓄積は高地産オーク，ヒッコリー，ピー

チ，コトンウッド，その他の，良質広葉樹材の資源とし

て限られた可能性をもつ樹種からなる。

過去2,30年このかたの火災防艘と他の林業計画の普

及で合衆国における広葉樹林の状態が改良された。この

改良は過去20年間にますます顕著になった。たとえば

'63～'69の5カ年間に合衆国の広葉樹林総蓄積は7％増

した,-193,800m.c.f(5,485百万m3)から207j500

m,c.f(5,876百万ms)に上昇。これに先立つ'53～'63

年の10年間に蓄積は15％上がった。これら増加の大部

分は北部と大平洋沿岸地域の林分においてであった。

蓄積澗査の直径級別の増加比率では第2表に示される

ように多少の変動がある。

第2表直径級別蓄秋の増加

優先樹種の蓄積の増加があった。これと対照的にイエロ

ーバーチは16.2％,ブラックウオールナットは10.6％落

ち込んだ。これら樹種の減退は各直径級に起こった次の

原因によるものである，すなわち，適地の限られたこれ

ら桜潅は，東部合衆国諸州特有の管理不十分な2次林に

おいて他綾極との競争に耐えられないことを示す。

ノ63～'68年間に主要な広葉樹林地域の大部分は蓄積の

増加を示した。最大の増加は南部および中哉大西洋沿岸

地域〔注〕においてであり，蓄積はそれぞれ4,347m.c.f

（]､億2,310万ms)および3,730m.c.f(1億562万m8)

にまで向上した。また多大の増加はミシガン州とメキシ

コ湾にのぞむ諸州の講也域であった。

〔注〕中部大西洋沿岸地域とはニューヨーク，二ニージャージ

イ，ペンシルバニアの3州をいう。

ただ一つ蓄積の減退を示したものには西部沿岸と中部

諸州の諸地域であり，特に西部沿岸諸州においてはなは

だしかった。そこでは21,146m.c・f(5億9,880"m')

から16,799m|.c.f(4億7,570万m3)に落ち込んだ。

この低落は低地(bottomland)の広葉樹種において最

大であった，これはおそらく開拓（森林の切開き）の結

果を反映したものであろう。

用材林蓄積は全毅的に上昇傾向をたどった。'68年の

蓄戟487,000m.b.f.(1億1,490万ma)は"63年の5%

増であり，′53年よりは14％大であった（前記)。蓄積

のこの傾向ば合衆国における増大する広葉樹林状況の一

つの程度(measure)を示す。他の重要な程度は年成長

鐘と年伐採量との関連である。′67年に成長量は約7j400

m.c.f(2億954万ms)で伐採鐙4,400m.c.f(1億

2,460万ms)を上回ること67%であった。製材適材立

木では成長量1Z500m.b.f(413万m8)であり伐採量
より31％多い
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ここで特に目をひくのは，薩軽級19－29インチにお

ける9.3％の増加である，というのはこの径級の材の多

くは筒級のベニヤ・合板，製材に適するからである。

蓄積増加の大部分は高地産オーク，ヒッコリー，ピー

チ，コトンウッド，ソフトメープルのごとき比較的儒謹

の少ない樹種においてであった。しかし，より抜きのホ

ワイ1､ならびにレッドオーク（6.6％)，シュガーメープ

ル(10.4％)，イニ戸一ポプラ（19.5％）のごとき若干の

0 】
り
》 3 I 」

1，()00m.“.（28‘3百〃、,）

第3図広葉樹林蓄職の年成長鐙と年伐採量

第3図に示すごとく，各樹種にわたって蓄積の年成長
量はいずれも年伐採量を越えている。とはいえ，その超
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過量はスウィートガムが小さく，また詳しいデータはブ

ラックウオールナットでは成長麓よりf蛾ﾐ量が著しく大

きいごとを示している。

′67年に北部の年成長量は4,000m.c.f(1億1,330万

m3)で年伐採瞳1,800m.c.f.(5,100万m3)の2,3倍

であった。超過鍬の最も多いのは中部大西洋地域であ

り，戊晨量1,600m.c.f.(4,530万m3)は伐採量の3

倍以上であった。

南部では年成長量2,900m.c.f.(8,210万ms)で年伐

採鐙を越すこと14％であった。ここで成長量が伐採蛍

を越しているもののほとんどすべては南部大西洋沿岸と

メキシコ湾沿岸中央の誇也域においてであった。東部メ

キシコ湾沿岸地域では成長量と伐採鐙は均衡がとれ，西

部メキシコ湾沿岸地域には伐採量631m.c.f.(1,790万

ma),成長量517m.c､f.(1,460万m3)と不足量があ

った。

製材原木林の樹種・地域による状況は大部分の樹種で

は総蓄積の状態と，年成長量が年伐採量を相当上回って

いる点において同様であった。例外の最たるものはイエ

ローバーチとスウィートガムであり，この両樹種では伐

採量が成長量を23％超過していた。地域で見ると鮫も

顕著な例外はメキシコ湾西部沿岸で成長量より伐採量が

55％も大であり，同東部沿岸においては伐採量が成長趣

を越すこと14％であった。

蓄積，成長趾，伐採量の傾向について，資料ほ合衆国

の広葉樹林が大部分の樹種と主要生産地域において増進

していることを示す。しかし，集計した数字は若干の問

題を秘めている。たとえば，広葉樹用材林は269百万エ

ーカー（1億890万ha)の広きにわたって広葉樹林種を

呈して分散しているの承ならず，また針葉樹林種中にも

散在立木として存在する。良質製材やベニヤ製造に適す

る大径材の多くは単木またほ樹群として経済的収穫に不

適当なところに生立している。それに加えて東部地域広

葉樹林の一部は元来家庭用地，レクリエーション，その

他木材生産を目的とせぬ小私有地にあり木材収穫と両立

しない。

かかる制約にもかかわらず，広菜樹林特に北部森林が

増大する伐採水準をささえうることは明らかである。利

用可能な林分の多くがパルプ製造に最適な小径・低質材

であるとはいえ，製材原料の伐採通を年々 2,000～3,000

m.b｡f.(43万～71万m3)ずつ増加することは可能であ

る。

広葉樹林全般の改善はすぐれた管理の反映である。最

近20～30年において保護，特に火災防除は著しく効果

的であった。また植栽，用材林改良のごとき管理計画に

も漸進的発展があった。

3．将来計画

山林局の計画ば，集約な森林管理における最近の傾向

が続くとの仮定に基づいて，今後20年以上広葉樹材の

供給が増進することを示す。また大径級蓄積の近年の増

加傾向は大径・良質材供給の増加を暗示するものであ

る。

人口，経済活動，所得の計画上の増加は建設と工業製

品一一広葉樹製材，ベニヤ・合板に対する需要のおもな

決定因子となるもの－’における急激な成長をもたら

すことを示唆する。山林局計画は,(a)これら経済の

決定因子の近年における成長傾向が続き(b)競合材と

の関連においてこれら製品価格に著しい変動がない，と

の仮定に基づいて今後10年間に広葉樹製材の総需要は

3,000m.c.f.(8,500万ma),ベ二．ヤ・合板は1,400m･

c.f.(3,400万m3)だけ増大することを示している。製

材に対する追加需要とベニヤ、合板のおそらく一部の需

要は一般用材林と近年の成長謎の利用で満たしうる。

数年を過ぎると計画需要はいっそう急激に計画供給よ

り以上の伸びを呈する。かくして需要・供給間の逼迫は

広葉樹生産林地の喪失によってさらに強まる。たとえ

ば，近年南部特にメキシコ湾沿岸西部地域の低地広葉樹

林におけるおびただしい面談減少は広葉樹用材供給に著

しい影響を与えた。このような林地利用の転換,すなわ

ち都市の膨張高速道路のための撤去，貯水池，公園等

への利用は広葉樹林の成長髄と蓄積を計画水準以下に減

退させる。

4．結語

要するに，合衆国における広葉樹林は今後10年以上

追加需要のほとんどを供給しうると考えられる。その間

に需要に対する供給の余裕が縮まる。このことは合衆国

がラテンアメリカ，アジア，アフリカの熱帯広葉樹林を

製材，合板・ベニヤ向き良質広葉樹の供給源とする方向

に漸次転換せざるをえないことを意味する。

この展望は近年の集約森林管理の趨勢が続くとの仮定

に基づいている。すでに述べたように，合衆国の広葉樹

林地は，集約管理のもとでは数10年間の計画需要に応

ずるだけの広葉樹材を生産する能力を有う-る，がしかし

これには林分改良，再造林，その他育林施業に多額の投

資を必要とする。の象ならず，投資の大部分は広葉樹蓄

積の70％を占める農園の小土地，雑多な私有地におい

てなされねばならない。三井MIE

× ×
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◎商社の外材販売方法に関する調査

林野庁経済課46年3月B5版89P

外材の輸入は，大部分が大手商社によって扱われてい

るが，最近はこれらの商社の国内の木材流通段階への進

出も顕著となるにいたり，この部門においても大きな役

割を果たそうとしている。この調査は，このように木材

流通にとって大きな地位をしめる商社の外材販売の実態

を明らかにし，今後の木材流通の適正化に役立たせるこ

とを目的として，林野庁が財団法人林業経済研究所に委

託して45年度に行なったが，以下はその結果のまとめ

の目次である。

1．戦後外材輸入の展開

2．外材輸入から承た商社類型

3．産地における商社活動の実態

4．商社の外材販売活動の実態

（配付先都道府県営林局）

◎ソ連産カラマツ材輸入の諸影響に

関する調査

林野庁経済課46年3月B5版111P

本調査は，ソ連産カラマツ材が国産カラマツ材を中心

とする国産材にどのような影響を与えているか，また，

今後の問題点は何かなどを明らかにするため，林野庁が

財団法人林業経済研究所に委託して行なったものであ

る。内容は，

1．カラマツ材の需給の現状と問題点

1）国産カラマツ生産の縮小とソ連産カラマツ輸入

の拡大

のカラマツ材需要の変動とその理由

、3）カラマツ製材品の種類

4）カラマツ製材品の出荷先

5）カラマツ材の価格動向

6）カラマツ材市場の問題点

2．主要カラマツ材市場におけるカラマツ材の流通状

況

1）北海道におけるカラマツ材の流通状況

の岩手県におけるカラーマツ材の需給動向

3）

4）

5）

仙台市場におけるカラマツ材の需給動向

長野県におけるカラマツ材の流通実態

富山県におけるソ連産カラマツの流通状況

（配付先都道府県林務部課営林局）

◎農林水産業特別試験研究費補助金による

試験研究結果概要書（昭和44年度）

農林水産技術会議事務局振興課

昭46.6月B5版80P

この報告書は，農林省の昭和44年度農林水産特別研

究費補助金により実施した研究項目のうち，44年度で完

了した課題について，結果を抄録したものである。林業

部門では，

1．空中写真の濃度解析による機械的森林資源調査法

の研究日本林業技術協会中曾根武夫

2．スギの競争効果に関する統計遺伝学的研究

国立遺伝学研究所酒井寛一

3．急勾配野渓における治山堰堤の洗掘に関する研究

東京避工大学伏谷伊一

4．コンクリート型枠用合板の表面処理に関する研究

東京大学南享一

（配付先都道府県農林関係試験研究機関）

◎昭和44年林家経済調査育林費調査報告

農林省統計調査部昭和46.5月B5版600P

本書は，44年度林家経済調査報告の姉妹編にあたるも

ので，溺査の目的，調査の方法，調査結果の概要と，育

林費，育林に消費した原単位量の統計表からなってい

る。

（配付先都道府県各営林局）

× × ×

× × ×
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われわれが情報を欲しがるのは,不確定な情況をは薑言
三

萱これはもともと温度.圧力などと同じく物体の物理っきりさせたいからです｡その場合どのような確定情言
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つ
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機
能
が
重
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さ
れ
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盛
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に
話
題
の
焦
点
と
し

て
論
議
さ
れ
て
い
る
。
林
業
の
斜
陽
化
、
直
面
す
る
林
業
の
危
機
な
ど

暗
い
｝
一
↓
－
１
ス
の
多
い
こ
の
ご
ろ
、
少
し
は
明
る
さ
を
提
供
す
る
材
料

で
あ
ろ
う
。
林
業
本
来
の
木
材
生
産
と
急
速
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
公
益

的
機
能
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
林
業
生
産
を
行
な
う
こ
と
は
必
要
で

あ
る
が
、
現
実
の
問
題
と
し
て
は
、
両
者
の
調
和
を
図
る
た
め
の
森
林

の
取
扱
い
と
な
る
と
問
題
が
多
い
。
理
論
と
し
て
、
ま
た
は
机
上
の
計

画
の
段
階
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
た
合
理
的
な
地
帯
区
分
な

ど
が
、
地
域
的
と
し
て
捕
え
た
場
合
に
、
有
効
な
手
段
と
な
り
う
る
が
、

完
全
な
る
問
題
の
解
決
に
は
ほ
ど
遠
い
よ
う
で
あ
る
。
・

合
理
的
な
森
林
施
業
は
両
者
の
調
和
を
図
る
た
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必
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あ
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こ
と

は
、
古
く
か
ら
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わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
思
想
は
現
在
な
お

受
け
つ
が
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
合
理
的
森
林
施
業
、
適
正
な
森

林
の
取
扱
い
の
具
体
的
内
容
と
な
る
と
い
ろ
い
ろ
の
見
解
が
あ
る
よ
う

だ
。

合
理
的
な
森
林
の
取
扱
い
に
反
す
る
事
例
と
し
て
、
大
面
積
皆
伐
が

よ
く
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
大
面
積
が
不
合
理
で
あ
る
の
か
、
皆
伐
そ
の

も
の
が
伐
採
方
法
と
し
て
不
適
正
な
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
あ
る
い

は
大
面
積
と
皆
伐
と
を
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
自
体
に
も
問
題
が
あ

る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
亜
高
山
地
帯
の
樹
種
更
改
の
た
め

の
大
面
積
皆
伐
が
、
更
新
上
の
技
術
的
不
安
か
ら
非
難
さ
れ
る
場
合
も

あ
り
、
そ
の
こ
と
に
も
関
連
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

大
面
積
皆
伐
を
非
合
理
的
な
森
林
の
取
扱
方
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

大
面
積
と
は
ど
の
程
度
の
伐
採
面
積
以
上
を
大
面
積
と
い
う
の
か
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
論
議
を
進
め
る
う
え
で
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
る
。

論
議
の
対
象
で
あ
る
面
職
の
大
小
が
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
ま

ま
、
そ
の
是
非
を
論
ず
る
こ
と
は
常
識
と
し
て
は
理
解
に
苦
し
む
の
は

当
然
で
あ
ろ
う
。

大
面
積
皆
伐
を
一
例
と
し
て
と
り
あ
げ
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
林
業
は

基
本
的
な
こ
と
で
あ
る
森
林
の
取
扱
い
な
ど
い
ろ
い
ろ
の
面
で
問
題
を

内
包
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
こ
の
た
め
基
礎
応
用
的
な
研
究

の
推
進
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
実
用
技
術
の
開
発
を
含
め
た
新
し
い
森

林
の
取
扱
い
に
関
す
る
実
践
的
な
提
言
が
望
ま
れ
る
。

（
グ
リ
ー
ン
生
）

曇

４
わ
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協会のうごき
■一一

し林業技術編集委員会q

9月17日（金）本会会議室において開催

出席者↓浅川，西口，中野達夫，中野真人，越村，中

村，弘中,天田の各委員と本会から小田,堀，

小幡，吉岡，八木沢，石橘，橘

し森林航測編集委員会ぐ

9月8日（水）本会会議室において開催

出席者；前田，淵本，北川，正木，西尾，中島の各委

員と本会から堀，成松，丸山,渡辺,八木沢，

石橋，寺崎

、検査部移転のお知らせ

本会事務室狭|職のため検査部が六番町10番地の市川ピ

ルに移転しました。

千代田区六番町10番地市川ビル内2F〒102

電話（261）3211～3212

なお編集室も当ビル3Fにおいて業務を行なっており

ます。電話（261）3412

伝山火事予知ボスター図案ならびに

標語募集の結果についてq

本誌で募集いたしました標記に関しましては多大のご

協力をいただきましてありがとうございました。

おかげさまでポスター（51点)，標語（155点）の作品

が集まり，その中から下記のとおり採用作品が決定いた

しましたの乙お知らせいたします。

＜山火事予知ポスター標語入賞作品＞

一等なくせ山火事そだてよ象どり

呉市立天応小学校6年原紀子

二等該当者なし

三等お山のお猿の言うことにゃ山火事-L一番こわいとさ

秋田県河辺郡河辺町三内字留見瀬戸井田瑞子

おらが山から山火事出すな一服吸ったら火の始末

秋田県河辺郡河辺町三内宇留見瀬戸井田佳生

佳作森林健，燃やせば一瞬つくれば百年

呉市立片山中学校2年賀岡英樹

出すな山火事育てよ樹木緑の山に四十年

新潟県加茂市狭口甲1222小柳孫六

ふるさとの，山を守ろう「火の用心」

呉市立郷原小学校6年迫田真司

山の木は，もやす木でなく育てる木

呉市立辰川小学校5年木本法子

ちょっと待て，その火が緑を灰にする

呉市立辰川小学校6年内田哲二

木が見てた，あなたがやった火の始末

呉市立落走小学校6年川本恵子

山男よ一度踏承二度踏み三度踏票

念には念をタバコの火

福岡県京都郡犀川町山鹿桃井郁美

心のやすらぎ緑のしとね

旭川市東三条二丁目梶川和弥

山火事を無くして緑の豊かな国士

茨城県那珂郡那珂町戸崎1487桧山輝美

公害に山火事防いで緑の備え

茨城県笠間市笠間2725笠間営林署秋山悦男

小さな不注意，大きな山火事

呉市立宮原小学校5年山岡聡

山火事は緑の国の大公害

前橋市岩神町4－16－25前橋局治山課

大野延司

く山火予知ポスター図案入賞作品＞

菫}該豐着な上
三等・奈良県北葛城郡王寺町立王寺小学校2年

はっとりようじ

佳作奈良県北葛城郡王寺町立王寺小学校2年
悠井ゆかり

広島県高田郡白木町立高南小学校5年住川偉百子

広島県高田郡白木町立高南小学校5年茶堂克美

広島県高田郡白木町立高南小学校金子孝子

長野県上水内郡信濃町柏原上町242O竹内直子

広島県高田郡白木町立高南小学校坂角美佐子

広島県高田郡白木町立高南小学校5年三吉順子

広島県高田郡白木町立高南小学校外輪修子

広島県高田郡白木町立高南小学校井上千鳥

奈良県北葛城郡王寺町立王寺小学校4年

高谷圭子

奈良県北葛城郡王寺町立王寺小学校2年

すぎもとたかゆき

奈良県北蔦城郡王寺町立王寺小学校6年

森田阿位子

昭和46年10月10日発行

林業技術第355号

編集発行人蓑輪満夫

印刷所合同印刷株式会社
一一一

発行所社団法人日本林業技術協会

東京都千代田区六番町7（郵便番号102）
晒勝（261）5281（代)－5
（振替東京60448番）
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図説：森林計画と森林調査
定価1,200円

体裁その他9塁諒獣謨篶_写真
○用紙はアート紙

○図，写真一部カラー使用

○タイトル，写真，図の説明は英文併記

○林野庁計画課監修

日本林業技術協会発行

、

1，

』
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新 刊

解説森 林法
三井嗣郎
芝田博著
鳥居秀一

林野庁林政課
〃

〃

新書判
定価

306頁
450円

既刊「森林施業計画の解説」姉妹編

業
行
，
を

一

新

林
の
は
意

種
業
書
に

一
各
・
林
本
録

ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

刊

－
１
１

一ー一一

－これは小型で便利一

昭和46年度

ポケット林業統計鐸
§
管
画
尹
！
＃
●

ｰへ～~一ヘグーーーヘーーーハーハーヘヘヘクーー、一～…一へ～…～一一一、

森林計画研究会編¥400円

（営易ﾚ皇驫聖霊雲慧）（濤胤急臺
関係統計のポケット版昭和45年度創刊好評

政判断に，経営判断に，教材に，お手元のハンディ版としてご活用下さい。

とくに森林計画関係統計，都道府県別統計の集は，各種林業統計の集録のほか，

意を用いています。

東京都千代田区六番町7番地

社団法人日本林業技術協会
電話03（261）5281

振替東京60448

(鰡票）
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I

一
驚
零
蘓
蛎
耀
嘘
譲
織
鰐
瀞

禰

》
蕊
夢
恥
蕊
権
蕊
擶
需
要
慨
鯨
綴
鱈
譲
藩
熊
識
蕊
織
跨
る

一
東
京
教
育
大
学
農
学
博
士
赤
羽
武
箸
／
Ａ
五
判
二
三
○
頁
価
一
、
二
○
○
円
〒
一
○
○
円

一
山
村
経
済
の
解
体
と
再
編

１
１
木
炭
生
産
の
職
造
と
そ
の
展
開
過
程
か
ら
ｌ

日
本
の
山
村
経
済
が
た
ど
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
変
貌
と
分
解
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
そ
の
過
程
を
木

一
四墨
炭
生
産
に
視
点
を
お
き
、
克
明
に
追
及
し
分
析
し
た
労
作
。

ｒ

軸
北
海
道
大
学
艇
学
部
助
教
授
大
金
永
治
箸
／
Ａ
五
判
三
○
○
頁
価
一
、
五
○
○
円
〒
一
Ｑ
肖

一
林

業

経

営

論

森
林
経
理
学
の
進
歩
的
側
面
を
と
り
入
れ
た
、
総
合
的
、
体
系
的
な
経
営
論
で
あ
り
、
同
時
に
実

純癖
践
性
の
検
証
も
行
な
っ
て
い
る
、
実
践
的
な
す
ぐ
れ
た
識
。
（
再
版
刊
行
）

鵡

一
立
木
幹
材
積
表
Ⅱ
疎
叩
赫
赫
川

林
野
庁
計
画
課
編
Ｂ
五
判
各
編
約
三
四
○
頁
価
各
編
九
○
○
円
〒
八
五
円

唾
ス
リ
ー
エ
ム
研
究
会
編
／
Ａ
五
判
一
四
○
頁
価
六
五
○
円

一
鱸
蕊
繊
鍔
蓬
陛
艘
蝋
燕

唖

図
解
に
よ
る
伐
木
造
材
作
業
法
東
市
＊
本
話
替

日
電
振

’

街
恥
礼
斑
Ⅸ
＆
一
鯵
↓
《
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豆
わかりやすい林業研究解説シリーズ

‐

48しいたけの育種および原木用材と生産量
△
管
ｒ
全
Ｌ
Ｏ
５
ｂ
Ｇ

農林技官温水竹

〃安藤正 豐著
A5版70頁

定価250円

47トドマヅ人工林の成長と土壌

農林技官山本肇著A5版62頁

定価250円

社団
法人

郵便番号102，電話(26D5281

振替東京60448番

取引銀行三菱銀行麹町支店

日本林業技術協会
東京都千代田区六番町7
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ゼロの価値を生かす

牛方のo輔艶装置
ワンタッチでO位置セット一目盛の二度

読取り、差引計算の必要がありません。

可一
可 S-25峠弄コン

最もコンパクトなトランシ
ツト
5分腕水平分度帰零式

←O-bac装匿

望麓鏡:12X

明るさ抜群薄暮可能

■帰雰レバーと遊漂談取窓

－

』

、
『

１
１

I
駒

〃

定価USHIKAIATWINSTEREOSCOPE 璽五
【ケース共）望遣鐘｜高度分度蓮別

pNppRT己己尺 曰
r__一

i■ N
27,5001.3心全円

1。目盛

トラコン 瀝守12X

1.2命口径18鶏S－27 24,000

(新製刷
1.1吟 21.500半円

1．目盛
新製

S－28 全長120%

〒

1．O的 16,000肉眼視率S－32－－■

4ツの目で確認目
全捜種水平及び高度微動装置付、直角副視準器装備

NO.OO1"-'r"勿丞ﾗﾆX-弓-L
2人力洞時に見るから観測､判読にぺんりです。

これまでは、航空写真の実標による測定に

対して不安を抱く人もありま'したが、双視実

体錘'・コンドルT-22ならば、誰でも納得して

しまいます。正砿な判読、測定ばもとより討

溌、教育も脱明、報告などが同時に眺めなが

、

これまでは、航空写真の実…による測定に

対して不安を抱く人もありま'したが、双視実

体錘'・コンドルT-22ならば、誰でも納得して

しまいます。正砿な判読、測定ばもとより討

躍L数青も脱明、報告などが同時に眺めなが

ら.出来ま談。もちろん眼基緯鋼整をしても実

壗は崩れ途栓ん。

､して不

鏡．,コン ノレT－

告など力

ん眼基懇

１
１
１ 直進式でしかも軽く、極針がないので、

図面、写真、デスクをいためません。

讃分車目盛ワンタッチ婦零←O-bac装置

変換倍率及び視野(ツマミによるワンタッチ函

■1.5X,…噂|･#150蹄■3X……#75%

《照明装置》

■6W蛍光灯･･.(25)■スイツチコードつき

〈寸法》■タテ･…･･415藤■ヨコ･錨･…338鴎
．■窩サ…177聚<格納時）306聚(使用時）

＃
."･f150璃■3X･･･

》

瞳灯･&‘(2ケ）■スイッチ灯．.‘（
一
一●■■a 最腫測定伽|重量 定価全長番 種別

ロ
叩

■

15,000鰍式 172鶏 約230鴉 3909No．001

16.500約420% 450ワNO.0021遊極複式1362%

追跡子はルーペ式と指針式があります。

詫名御記入の上カタログお申しつけ下さい

〔
’
二
暦
飛

歩
表

商
鳥
代
千
哩
区
皿

方
諦Ｂく

者
Ｌ

牛
蓋鯉



増収 を約束する
昭
和
四
十
六
年
十
月
十
日

昭
和
二
十
六
年
九
月
四
日

■
■ ＝

発
行

節
三
繩
郵
便
物
認
可

（
毎
月
向
十
日
発
行
）
林
業
技
術
第
三
五
五
号

蕊 日本曹達株式会社
本社il(jiW肺千代1H区火乖町221
支唐大版『竹束I嚢．北淡塾911

デンドロメータⅡ型(改良型日林協測樹器）
35,000円（送料共）

形式主な改良点(20mテープ1,500円）

商さ1j17mm諏危4609a.プリズムと推眼孔の間隔を広げてプリズムによる
巾150mm 像を見易くした。
長さ151mmb.樹高測定卿Wの照準装置をつけた。

C.目盛板を大きくして見易くし，指標ふり子も長く
概要して測定梢度の向上をはかった。
この測樹器瞠，従来ご愛顧をいただいておりましたデd.=ソバスの代りとして使用できるよう専用の照準
ソドロメーターに更に改良を加え，機械誤差の軽減によ装醗をつけ，三脚に着脱が可能なようにした。
る測定精度の向上をはかるとともに，プ宮ツト点の測e任意の水平距雄による樹高測定袖正淡をつけた。
画＝｡全姉qlq－ユムb坐凸40少云uFOR芦舎一■‐ユーーロマニーへMil学歳

殿，ごツターリッヒカウントの判定，カウント本の柵商

測定，林分の傾斜度および方位の測定など一連の作業が

．
この一台で測定できるよう般刷･製作したものです｡

したがってサンプリング測在，ピッターリッヒ法に‘上
る材，職調査，林況調査，地況測恋，簡易測量などに股適
です。

翁
主な用途

a.ha当り胸高断面樹の測定
b.単木および林分平均樹間の測定
c.ha当り材讃の測定

d顔斜度測定
e.方位角測定および方位般定

老若言語r＝型皇国戸－1，千序社団ローム一』＋丑些斗士捧呈』鉤今

定
価
百
三
十
円
送
料
十
六
円
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